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セ

ン
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南

北

問

題

研

究
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の

メ

ン

バ

ー

の
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究

発

表

や

そ

れ

を

め

ぐ

る

論

議

お

よ

び

日
本
輸
出
入 

銀
行
の
調
查

*

部

の

人

々

と

の

研

究

会

で

の

論

議

が

大

き

な

刺

戟

と

示

唆

を

与

え

て

く

れ

た
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ま

た

直

接

的

に

は

利

用

し

え

な

か

っ

た

が
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海

外

協

カ
菡
金
苫
矢 

調

避

茂

長

に

資

料

そ

の

他

の

点

で

種

々

御

教

示

お

よ

び

お

世

話

い

た

だ

い

た
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合

わ

せ

て
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こ
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記

し

感

謝

し

た

ハ
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戦
前
日
本
の
労
、働
組
合

；—

石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
嘴
資
関
係
を
め
ぐ
つ
てT1

小

松

隆

• ~ •為 

. I 秦

序

.

：

一
、
石
川
島
造
船
所
の
沿
革
と
労
働
運
動
の
生
成 

第
一
節
石
川
島
造
船
所
の
沿
革
.

第
二
節
造
機
船
エ
労
組
合
成
立
ま
で
の
所
内
労
働
事
情
I

r

八
八
七
年〜

一
九
二
〇
年
|

ニ
、
造
機
船
エ
労
組
合
の
成
立
と
発
展 

■

第
一
節
. 

'造
機
船H

労
組
合一

一

企
業
別
—

の
成
立
，：(

以
上
本
誌
前
号)

第
二
節
造
機
船

H

労
組
合
の
活
動(

以
下
本
号)

第
三
節
.

関
東
金
属
労
働
組
合——

産
業
別一

-

へ
の
発
展

三
、
自
彊
労
働
組
合
の
成
立
と
日
本
主
義
労
働
運
動
の
発
展 

，

.

第
一
節
関
來
金
厲
労
働
組
.
合
と
自
彊
労
働
組
合
の
併
立一

■

産
別
化
の
意
味
す
る
も
の——

.

第
二
節
自
彊
労
働
組
合
の
発
展
と
所
内
労
働
運
動
の
消
滅

四
、
若
千
の
問
題——

戦
前
•
石
川
島
造
船
所
の
労
務
管
理
と
労
働
組
合
を
め
ぐ
っ
て 

ô

わ
り
に

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 
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■ 

■
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第
二
節
造
機
船

H

労
組
合
の
洁
動

■ 

.

:
 

.

'
 

. 

-

造
機
船

H

労
組
合
の
結
成
さ
れ
：た

:

九一:.

一一 

'

(

大
正一

〇)

：
年
当
時
の
石
川
鳥
造
船
所
の
状
況
は
、
社
史
に
ょ
っ
て
も

「

不
況
と
と
も
に
臨
時

エ
は
多
数
解
履
さ
_
れ
、
労
働
不
安
は
社
内
に
広
が
'
.っ
て
^

」

と
い
う
実
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
'避
船
業
一
般
の
争
議
状
況
に
つ
い
て
は
前
述

-

 

.

.

.

 

.. 

• 

.

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
ゾ
石
川
岛
で
^

H

労
組
合
の
創
立
直
後
の
一
〇
月
八
日
、
公
平
な
賃
金
引
上
げ
や
共
済
組
合
活
動
へ
の
批
判
か
ら
、
本
社 

工
場
の
職
工
は
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
突
人
し
：た
。

つ.
い
で

1

三
日
、
深
川
分
工
場
に
も
波
及
し
、
同
様
に
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
突
入
し
た
。

.

こ
の
争
議
ば
、.「

謎
の
争
議」

と
い
わ
れ
た一

九
ニ
〇
年
の
芝
浦
製
作
所
の
争
議
と
共
に
、
も
う
一
つ
の
謎
の
1

11
2

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ 

る
が
、
石
川
島
労
資
の
.

歴
史
に
と
っ
て
も
最
大
の
争
議
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
原
因
に
も
根
深
い
も
の
が
あ
り
、
労
資
関
係
の
近
代
化
、
殊 

に
職
工
の
.

処
遇
基
準
.
の
客
観
化
へ
の
要
求
抗
争
と
い
え
る
側
面
も
あ
.
っ.
た
。

先
ず
、
労
資
の
醵
出
に
ょ
っ
て一

九
一
九
年
に
始
め
ら
れ
た
共
済
組
合
に
つ
い
て
、
役
員
の
選
出
法
.や
運
営
に
対
し
職
工
の
意
見
が
反
映
さ
れ 

え
ず
、
し
か
も
資
金
の
不
'正
使
用
な
ど
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
不
満
が
発
端
と
な
り
、
同
時
に
一
九
一
九

年

末

以
来
久
々
に
九
月
一
一
. 

日
に
発
表
さ
れ
た
昇
給
案
が
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
加
わ
っ
て
、

一
〇
月
に
入
る
頃
、
所
内
に
は
不
穏
の
空
気
が
充
満
し
て
い
た
。
エ
労 

組
合
で
は
、

一
〇
月
六
日
、
交
渉
委
員
を
選
出
し
、
平
均
一
割
の
増
給
案
を
提
出
し
て
会
社
側
と
の
.

交
渉
に
入
っ
た
が
、
要
領
を
え
.

ぬ
ま
ま
、
八 

日
に
は
交
渉
が
不
調
.

に
終
り
、
午
後
：か
ら
総
怠
業
に
入
っ
た
。

つ
い
で
一
〇
日
に
は
各
工
場
の
要
求
を
ま
と
め
、
正
式
に
文
書
を
も
っ
て「

増
給 

の
件
：

一

一
般
に
本
人
の
.時
間
給
四
銭
の
増
給
を
す
る
こ
と——

」

、「

暴
利
制
限
公
平
分
配
の
件」
、「
解
雇
、
退
職
、
疾
病
、
老
衰
退
職
手
当
の

件」

の
三
項
と
、
希
望
条
件
と
し
て「

衛
生
設
備
を
改
善
す
る
こ
と」

を
会
社
側
に
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
会
社
側
は
一
三
日
に
い
た
っ

て
回
答
を
示
し
た
が
、
善
処
す
る
と
い
ぅ
の
み
で
要
求
を
全
く
拒
絶
し
、
同
時
に
翌
ー
四
日
よ
り
本
社
工
場
と
深
川
分
工
場
の
ロ
ッ
ク
ア
ゥ
ト
を

通
告
し
た
。
 

.

組
合
側
は
、
争
議
団
代
表
と
し
て
弁
護
士
布
施
辰
治
を
亡
て
た
り
、
各
労
働
団
体
の
支
擻
や
行
商
隊
の
く
り
だ
し
を
行
っ
た
り
も
す
る
が
、
争

議
が
長
び
く
に
つ
れ
、
会
社
側
に
よ
る
争
議
団
幹
部
の
•

買
収
工
作
、
神
野
信
■

一
等
頭
目
に
よ
る
ス
パ
ィ
を
使
っ
て
の
切
崩
し
工
作
、
外
部
の
応
援

団
体

(

正
進
会
、
信
友
会
、
交
通
労
働
組
合
、
時
計
エ
組
合
、
啓
明
会
、海
軍
エ
廠
、
砲
兵
エ
廠
等)

へ
の
官
憲
の
妨
害
、
幹
部
五
五
名
へ
の
解
雇
通
知(

一
〇

.
 

(

4)

.

月
三
〇
日)

、
さ
ら
に
は
工
場
内
外
を
大
量
の
警
官
が
包
囲
し
て
圧
迫
す
る
な
ど
、

会
社
の
攻
勢
も
激
し
く
な
.

っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
神
野
、

(

5)

前
川
等
の
頭
目
が
ニ
、
一一一
 

百
人
の
職
工
を
抱
き
こ
ん
で
ス
ト
破
り
に
成
功
し
、
ま
た
大
迫
陸
軍
大
将
の
調
停
も
あ
っ
て
、
费
議
団
代
表
布
施
と
福

井
庶
務
課
長
の
次
の
よ
ぅ
な
妥
協
案
で
争
議
を
終
結
し
た
。

.

.

.

一
、
増
給
の
件
会
社
で
定
め
ら
れ
た
る
も
の
-—

時
給
一
銭
七
厘
よ
り
ニ
銭
三
厘
範
哩
に
.
て
昇
給
す
る
こ
と(

二
月
よ
り
実
施)

'

一
、
解
雇
手
当
の
件
勤
続
一
.

力
年
未
満
：の
者
日
給
五
日
分
支
給
す
る
こ
と 

•

勤
続
ニ
力
年
未
満
の
者
日
給
一
〇
日
分
支
給
す
る
こ
と
.

,
勤
続
三
ヵ
年
未
満
办
者
日
給
ー
五
日
分
支
給
す
る
こ
と

.
勤
続
四
力
年
未
満
の
者
日
給
ニ
五
日
分
支
給
す
る
こ
と 

一
.

勤
続
四
力
年
以
上一

力
年
を
増
す
海
に
各
一
〇
日
分
を
增
す
こ
と
. 

、

右
に
各
日
給r

四
H

分
加
算

(

以
上
会
社
で
定
め
た
る
も
の)

、
以
上
の
外
に
金
七
千
円
を
解
雇
さ
れ
た
五
五
名
に
支
給
'
す
る
こ
と

(

日
給
八
二
日
分)

 

r

金

ー

〇

円

以

上

を

ー

般

職

エ

に

貸

与

す

る

こ

と

.

一
、
.

今
回
の
争
議
に
就
て
既
に
解
雇
せ
ら
れ
た
る
五
五
名
の
外
に
解
雇
者
を
出
さ
ぬ
こ
と
。

V
 

•

こ
の
争
議
で
は
、：
争
議
団
幹
部
の
度
重
な
る
検
束
、
応
援
労
働
組
合
員
•
の
検
束
、
警
察
の
#.

圧
的
介
入
等
が
強
行
さ
れ
た
た
め
、
神
戸
川
崎
. 

三
菱
両
造
船
所
の
争
議
を
契
機
に
結
成
さ
れ
て
ま
も
な
い
自
由
法
曹
団
も
た
.

ち
上
り
、
.人
権
蹂
順
を
抗
議
す
る
決
議
文
を
警
視
庁
お
よ
び
検
事
総 

戦
前
日
本
の
.労
働
組
合 

五
一.
一
一(

一
八
一)
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長
に
送
る
ほ
ど
で
あ
.

っ.
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
資
本
お
よ
、び
.
官
憲
の
強
圧
的
姿
勢
は
石
川
島
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
景
気
後
退
に
よ 

る
不
安
の
時
代
を
反
映
し
て
、
多
く
の
争
議「

殊
に
日
鉄
：、
園
池
、
ナ
ッ
プ
ボ
ル
ッ
時
計
会
社
，
大
阪
大
電
、
藤
永
田
、
石
川
島
等
の
亭
議
.に
於 

て
随
処
格
闘
を
演
じ
流
'
血
を
見
る
に
到
っ
た」

の
で
あ
り
、
同

時

に「

労
働
争
議
に
際
し
、
社
会
主
義
者
無
政
府
主
義
者
等
の
混
入
に
対
し
官
憲 

が
極
力
之
を
阻
止
す
る
方
針
に
出
で
た
る
は
始
終
一
貫
し
て
居
た
様
で
あ
る
。
足
尾
に
於
て
、
大
阪
神
戸
の
争
議
に
於
て
、
又
石=

島
の
争
議
に 

於
て
そ
の
，検
朿
追
放
を
見
た
辦
に
侬
っ
て
も
之
を
推
し
得
る
で
あ
ら(

59」

と
.
い
う
実
情
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
激
突
の
末
、

j

一
月 

一■
八
日
、
惨
敗
を
認
め
た
組
合
侧
は
本
社
工
場
で
警
官
包
囲
の
も
と
に
被
解
雇
者
を
先
頭
に
行
進
•
入
場 

し
、
作
業
に
.つ
く
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は「

誰
一
人
働
く
者
は
な
い
、
機
械
は
空
1

鞍」

と
い
う
戴
業
状
態
が
続
き
、
平
素
の
状
態
に
復
す
る 

に
は
な
お
し
ば
ら
く
の
期
間
を
経
過
せ
ね
ば
な
ら
な
.

っ
た
。
し
か
し
、
創
立
ま
も
な
い
エ
労
組
合
の
受
け
た
打
撃
も

大
き
く
、
理

事

長

高
山
治 

郎
市
は
じ
め
、
奔
藤
忠
利
、
沢
田
清
、
松
岡
祐
次
、：
山
田
文
夫
等
活
動
家
を
ふ
く
む
五
五
名
の
被
解
雇
者
を
だ
し
、
し
か
も
前
述
の
ご
と
く
要
求 

は
ほ
と
ん
ど
い
れ
ら
れ
る
と
こ
.
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.

こ
れ
ら
第
一
回
被
解
雇
者
は
た
だ
ち
に
エ
労
組
合
を
去
ら
ず
、
本
部
直
属
の
中
央
支
部
を
組
織
し
て 

一
二
月
に
発
会
式
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
炎 

の
争
瓏
で
解
雇
さ
れ
た
職
エ
を
も
そ
こ
に
包
含
し
て
、
組
織
の
中
心
，に
な
っ
て
ゆ
く

こ
.

と

に

'す
で
に
創
立
直
後
の
八
月
に
月
鳥
機
械
株
式 

会

社

(

黒
板
製
作
所)

製
罐
部
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
は
い
た
こ
こ
に
お
い
て
一
企
業
内
の
職
工
に
よ
る
縦
断
的
組
織
か
ら
横
断
的
方
向
へ 

の
姿
勢
を
一
層
明
自
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
.

- 

• •
 

•

と
こ
ろ
で
.

こ
の
年
の
一
一
月
、

ヮ
シ
ン
ト
シ
で
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、.
翌
一
九
ニ
ニ
年
に
入
る
と
、

ヮ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
成
立
す
る 

運
び
と
な
っ
た
。
 

.

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
経
済
界
の
不
況
に
加
え
て
、
こ
の
条
約
.

に
よ
る

海
軍
の
軍
備
縮
小
の
実
施
は
造
船
会
社
へ
甚
大
な
.影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
軍
縮
に
対
応
し
て
、
政
府
は
海
軍
軍
備
制
限
補
償
公
債
を
発
行
し
、
企
業
へ
の
補
償
を
は
か
る
が
、
拡
張
さ
れ
た
生
産
設
備
の
整
理 

を
し
つ
く
す
に
は
い
た
ら
ず
、
企
業
縮
小
、
.
解
雇
の
嵐
が
造
船
業
界
を
襲
う
こ
と
に
な
る
。
ま
も
な
く
、
三
菱
長
崎
造
船
所
の
三
七
〇
〇
名
余
の 

大
量
解
雇

(

ニ〜

三
月)

、
.
浅
野
造
船
所
の
一
六
〇
〇
名
余
の
解
雇

(
一

〇
月)

、

陸
海
軍
お
よ
び
官
営
工
場
職
工
の
大
量
解
雇

(

一
〇
月)

等
を
招 

来
す
る
が
、
横
浜
船
渠
会
社

(

一一.
月)

や
石
川
鳥

(

五
月)

を
襲
っ
た
争
議
も
、
そ
の
，.
一
端
の
因
は
軍
縮
に
関
連
し
て
い
た
。

.

35
:

月
一
一
日
、

石
川
島
造
船
所
で
は
、

昨
年
の
争
議
の
余
燼
が
未
だ
漂
っ
て
い
る
中
で
、

再
び
争
議
に
突
入
し
た
。

昨
年
の
争
議
の
後
は
、

C
13)

「

頭
目
と
裏
切
職
工
三
百
余
名
と
組
合
と
の
暗
闘
は
絶
え」

ず
、.
怠
業
状
態
も
お
さ
ま
ら
ぬ
形
勢
が
続
い
て
い
た
が
、

こ
の
争
議
め
直
接
の
原
因 

と
な
っ
た
も
の
は
エ
労

組
合
へ
の
会
社
の
庄
迫
、
昨
年
の
争
議
以
来
の
一
部
職
工
.

へ
の
差
別
待
遇
や
職
制
へ
の
不
満(

神
野
頭
目
と
笠
原
伍
長
の
解 

屈
を
要
求)

、
■

昨
年
の
争
議
犠
牲
者
の
復
帰
、
さ
ら
に
不
況
と
車
縮
に
よ
る
解
雇
へ
の
危
惧
等
で
あ
.

っ
た
。：
争
議
は
職
エ
大
会
-に
よ
る
要
求
決
議
に 

始
ま
り
、
会
社
の
拒
絶
、

つ
い
で
こ
.

の
争
議
，の
中
心
で
あ
っ
た
武
田
伊
三
郎

(

造
船
部
鉄
工
現
場
伍
長)

ら
組
合
幹
部
の
解
雇
、

' 

そ
れ
に
対
し
ス
ト 

ラ
ィ
キ
に
よ
る
抵
抗
、
最
後
は
組
合
内
部
の
動
揺
か
ら
争
議
.

の
終
結

(

一
九
日)

と
い
1'
、
戦
前
の
争
議
に
よ
く
み
ら
れ
た
道
筋
を
歩
ん
で
解
決 

を
み
た
。
し
か
し
、
労
働
組
合
同
盟
会
の
積
極
的
な
支
援
や
職
工
二
八
〇
0

名
の
参
加
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
況
に
よ
る
守
勢
的
情
勢 

に
前
記
武
田
ほ
か
組
合
幹
部

r

五
名
の
犠
牲
者
ま
で
だ
し
、
惨
敗
と
い
う
形
で
終
結
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

S

)

-

そ
の
後
、
六
月
に
入
っ
て
、
機
械
工
場
め
一
部
を
な
す
補
機
工
場
.
の
閉
鎖
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ま
た
も
争
議
状
態
に
入
っ
た
が
、
争
議
が
二
度
も 

続
い
た
後
で
も
あ
り
、
.

怠
業
と
そ
の
結
果
佐
々
木
儀
四
郎
ほ
か
九
名
の
解
雇
が
行
わ
れ
た
の
，み
で
、

大
事
に
い
た
ら
ず
に
終
っ
て
い
る
。

し
か 

し
、

こ
の
年
の
不
況
は
下
半
期
に
い
た
っ
て
石
川
島
に
若
松
分
エ
場
を
閉
鎖
さ
せ
る
に
い
た
る
.
の
で
あ
る
。
ノ

石
川
島
に
限
ら
ず
、
こ
の
年
の
争
議
は
、
現
実
生
活
の
困
窮
や
労
働
不
安
に
対
す
る
防
衛
的
闘
争
に
終
始
し
た
と
は
い
え
、
不
況
の
中
で
も
組 

合
を
ま
も
る
と
い
う
姿
勢
も
貫
か
れ
.

て
い
た
。
加
え
て
、.
石
川
島
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
し
、

他

に

大

阪

鉄

工

所

(

現
在
の
日
立
造
船
会
社)

等
で 

も
ノ
職
長
に
対
す
る
不
満
や
職
長
の
公
選
と
い
う
こ
と
が
要
求
.に
く
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
注
目
に
価
す
る
。
し
力
し
な
が
ら
.
大
部
分
の 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

‘ 

五
五
へ
一
八
j

e



入
. 

五

六

(

一
八
四)

考
議
が
労
働
者
の
惨
敗
に
終
っ
た
こ
と
.も
み
.
の
が
し
え
な
い
。
横
浜
造
船
エ
組

合

(

横
浜
船
渠
会
社)

や
大
阪
造
船
労
働
組
合

(

大
阪
鉄
u

s

の 

ょ
ぅ
に
プ
争
議
に
ょ
づ
て
組
合
が
甚
大
な
打
撃
を
受
け
パ
崩
壞
の
危
機
に
瀕
し
た
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
前
後
す
る
時
期
の
土
勞
組
合
の
1

を
み
る
と
、
.

争
議
會
積
極
的
.に
闘
っ
た
ほ
か
、
内
部
体
制
を
固
■め
だ
す
に
つ
れ
て
、
メ

ー
デ
ー
へ 

の
参
ヵ
や
有
浜
船
渠
を
は
じ
め
と
す
る
外
窗
の
争
議
に
も
支
援
活
動
を
す
る
な
ど
、
活
動
の
枠
を
拡
大
す
る
動
き
が
み
ら
れ
だ
し
て
、丨
こ
。
そ
り 

頃
、
同
一
業
種
や
全
產
業
.

に
ょ
る
労
働
組
合
の
速
合
の
動
き
が
抬
頭
し
て
い
た
が
、
エ
労
組
合
も
当
時
.
の
.

趟
勢
と
し
て
鉄
エ
卩
機
贼
エ
に
ょ
る
1

 

合
や
全
產
業
に
わ
た
る
全
国
総
速
合
運
動
に
も
ま
き
こ
ま
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
 

.

都

下

の

機

械

エ
.

場

所

属

の

労

働

団

休

に

ょ

る

連

合

の

動

き

を

み

て

み

る

と

、

す

で

に

ー

九

ニ

〇

年
.

に
.東

京

鉄

エ

組

合

の

主

權

で

鉄

匚

の

全

国

的 

合
同
の
た
め
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
り
し
て
：い
た̂

^

、

「

機
械
連
合」

へ
の
胎
動
が
み
ら
れ
だ
す
の
は
.一

九
—*

ニ
年
一
二
月
頃
か
ら
で
あ
り
、
 

翌
ー
九
ニ
ニ
年
に
入
る
ど
、

一一

団
体
の
参
加
に
ょ
.

っ
て
S

械
鉄
工
連
合
会

(

仮)
」

の
結
成
が
ほ
ぼ
固
ま
り
か
.

け(

«

•

エ
労
組
合
.
は
、
全
国
総
連
合
を
め
ざ
す
組
合
代
表
者
協
議
会
.
に
は
高
山
治
郎
市
を
送
る
一
方
、
こ
の
鉄
工
の
速
合
に
は
起
草
委
員
と
し
て
斉
著 

中
宗
を
送
.

っ
，て
、「

速
合
会
会
則
案」

の
作
成
等
に
も
協
力
し
て
い
た
。
し
か
し
、

六
月
、

「

機
械
労
働
組
合
連
合
会」

：(

略
称
•
機
械
連
<
5
2.
と
し 

て
正
式
に
発
足
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ま
で
協
力
し
て
.

い
.

た
エ
労
組
合
'

も
.
芝
浦
労
働
組
合
も
、

「

合
同
に
非
ざ
る
速
合
体
は
戦
闘
的
組
織
と
し
て
の 

俪
値
少
し」

と
す
る
歸
緊
の
不
参
加
と
は
別
の
理
由
で
不
参
加
の
態
度
を
と
っ
た
。
エ
労
組

.合
の
場
合
、
機
械
速
合
の
創
立
時
に
は
丁
度
争 

讅
4

で
あ
っ
た
の
で
^

来
の
加
1

を
約
し
て
不
参
加
の
態
度
を
と
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
機
械
連
合
と
総
同
盟
系
の
対
立
が
.

表
面
化
す
る
に 

及
ん
で
不
即
不
斷
の
立
場
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
お
る
。
こ
れ
に
対
し
、
芝
浦
労
働
組
合
の
場
合
は
そ
の
後
も
加
盟
こ
そ
し
な 

力
っ
た
が
、
機
械
速
合
と
接
触
を
深
め
、
そ
の
集
会
に
も
出
席
し
た
り
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
機
械
関
係
の
大
手
ニ
組
合
が
加
入
し
な 

い
速
合
で
は
、
そ
の
比
重
が
少
か
ら
ず
軽
く
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
.
あ
ろ
ぅ
。

V

し
か
し
な
が
ら
一
ェ
労
組
合
が
中
立
的
立
場
を
保
持
し
た
と
は
い
え
、
創
立
以
来
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
総
同
盟
系
の
立
場
に
近
く
、
争
議
の

際
な
ど
も
機
械
速
合
の
応
援
を
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

『

鉄
鞭』

創
刊
号
■を
み
て
も_

_

ニ
号
以
下
ば
反
普
選
以
外
、

色
彩
が
不
鮮

明
に
な
っ
て
ゆ
く
が——

、
い
く
つ
か
の
主
張
は
明
ら
か
に
自
由
連
合
系
の
立
場
に
近
く
、指
導
者
の
排
斥

(

T

T

生

「

指
導
者」)

、議
会
制
度
へ
の

不

信

(

木
下
生「

政
府
の
無
定
見
を
誠
む」

)

、
あ
る
い
は
指
導
者
に
依
ら
ぬ
自
主
性
の
強
調
S

芳

「

我
等
は
自
主
的
に
進
め」

)

等
が
目
に
つ
く
。

し

か
も
、
エ
労
組
合
創
立
以
前
に
成
立
し
て
い
た
労
働
組
合
同
盟
会
に
お
い
て
、■
総
同
盟
系
と
自
由
連
合
系
が
対
立
し
だ
し
、
前
者
が
一
九
ニ
ー 

年

六
月
脱
退
す
る
が
、
そ
れ
と
入
れ
か
わ
り
に
時
計
エ
組
合
、
純
労
働
者
砠
ム
ロ
、

つ
い
で
エ
労
組
合
も
加
盟
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
エ
労
組
合
が
少
く
と
も
総
同
盟
と
は
一
歩
距
離
を
お
い
て
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

一

九
ニ
ニ
年
九
月
三

〇
日
、
大
阪
で
開
か
れ
た
全
国
総
連
合
大
会
に
は
、
エ
労
組
合
も
参
加
し
て

(

坪
井
専
治
郎
ほ
か)

、
機
械
連
合
、
芝
浦
労
働
組
合
、

信
友
会
、

正

進
会
等
と
共
に
自
由
速
合
の
立
場
を
擁
護
し
て
い
る
こ
と
や
、
総
連
合
大
会
決
裂
後
、
反
総
同
盟

•

自
由
連
合
系
は「

労
働
組
合
総
速
合
不
成
立 

(

20)

 

：

と
我
等
の
態
度」

お

よ
び「

全
国
の
労
働
者
諸
君
に
告
ぐ」

と
い
う
声
明
を
出
し
て
総
同
盟
の
姿
勢
を
強
く
非
難
す
る
が
、
エ
労
組
合
も
そ
の
一 

員
と
し
て
署
名
し
て
い
る
ご
と
か
ら
も
当
時
の
立
場
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、

ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
と
そ
の
詳
報
が
次
第
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

「

労
農
口
シ
ア
承
認
問
題」

が
社
会
運
動
，
労
働
運
動 

に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
り
だ
し
、
同
時
に
マ
ル
ク
シ
ズ
A

も
普
及
し
だ
す
が
、
そ
の
頃
'
エ
労
組
合
に
も
思
想
的
立
場
の
転
換
の
兆
が
み
え 

は
じ
め
る
。
 

.

‘

例
え
ば
、

一
九
二
三
年
五
月
，の
：メ
ー
デ
ー
に
先
立
っ
て
、
都
下
各
労
働
団
体
に
よ
る
茶
話
会
が
芝
浦
労
働
組
合
の
主
催
で
開
か
れ
る
が
、
そ
れ 

を
機
に
都
下
全
労
働
協
議
会
が
結
成
さ
れ
て
メ 
I

デ
ー
の
運
営
方
法
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
で
、

ス
ロ
i

ガ
ン
の
選
定
に
あ
た
り
、
 

「

労
農
口
シ
ア
承
認」

「

植
民
地
の
解
放」

と
い
う
項
目
と
、「

組
合
運
動
の
促
進」

と
い
う
項
.
目
を
め
ぐ
っ
て
'
対
立
が
生
じ
る
が
、

こ
の
時
、

エ 

労
組
合
は
前
者
を
主
張
し
、：
自
由
速
合
系
と
対
立
的
立
場
に
た
'

つ
に
い
た
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
，当
時
す
で
'に

「

マ
ル
キ 

ス
ト
斉
藤」

と
い
わ
れ
た
斉
藤
忠
利
や
.「

マ.
ル
ク
ス
学
の
理
論
家
と
し
て
.の
沢
田
S

)
」

の
存
在
に
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

五

七

(
一

八
五)



五

八

(

一
八
六)

れ
る
が
、
と
も
か
く
商
由
速
合
系
と
の
間
に
若
干
の
距
離
が
お
か
れ
だ
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
エ
労
組
合
が
当
時
風
靡
し
た
議
会
非
認
な
ど
サ
ン
ジ
ヵ
リ
ズ
ム
的
立
場
を
完
全
に
離
れ
、
.
明
ら
か
に
総
同
盟
に
接
近
し
て
ゆ 

く
の
は
、
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
.の
り
こ
え
て
一
九
ニ
四
年
に
い
た
り
、
.各
組
合
に
よ
る
方
向
転
換
が
時
の
趨
勢
と
な
り
だ
し
て
か
ら
と
考
え
ら 

れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
反
総
同
盟
系
に
近
接
し
な
が
ら
も
、
思
想
的
運
動
の
渦
中
に
陥
ら
ぬ
よ
う
に
ア
ナ
•
ボ
ル
論
争
と
い
わ
れ
た
対
立
に
も
積
極 

的
に
は
参
加
せ
ず
、
労
働
組
合
中
心
の
独
自
の
方
向
を
す
す
ん
で
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
へ
52
4

。

同
時
に
、
す
で
に
横
断
的
組
織
に
ふ
み
だ
し
て
い
.

た
土
台
と
あ
わ
せ
て
、
.こ
の
過
程
で
エ
労
組
合
の
担
い
手
が
次
第
に
職
長
層
か
ら
若
手
活
動 

家
に
移
り
、
や
が
て
彼
ら
が
中
心
に
な
っ
て
評
議
会
の
下
で
関
東
金
属
労
働
組
合
と
い
う
產
業
別
組
㈱

-の
支
部
に
編

成

が

え
し
て
ゆ
く
方
向
が
う 

ち
だ
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
，て
は
労
働
組
合
運
動
を
す
す
め
る
上
で
、
平
職
工
で
は
統
率
が
難

ノ
 

(

25)

し
力
っ
た
と
V

わ
れ
る
が
こ
の
頃
、
若
手
活
動
家
が
輩
出
し
て
運
動
の
先
頭
に
た
ち
，え
た
と
い
う
こ
と
は
、
職
長
制
度
の
意
味
合
い
も
徐
々
に

変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
.っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
労
働
運
動
に
対
し
、

一
つ
の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
た
職
長
罾

の̂

害
に
変
化
が
み
ら
れ
だ
し
た
と
い
う
こ
と
は
■

以
後
の
.運
動
に
も
何
が
し
か
の
変
化
を
予
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、

当
時
、
蓮
動
自
体
も

一
つ
の
岐
路
に
た
た
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

.

(

1

)
『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
三
七
三
頁
。

.
(

2

)
「

編
輯
便
り」

『

鉄
鞭』

一
巻
三
号(

一
九
二
一
年 

一
二
月)

、
ニ

豐
。

.

(

3

)

奇
藤
忠
利「

石
川
島
造
船
所
争
議
顚
末
報
告j

『

鉄
鞭』

ニ
卷
一
号
。

な
お
一
九
二
一 

年
の
争
議
の
経
過
に
つ
い
て
は
こ
の
斎
藤
稿(

.
ニ
巻
一〜

ニ
号
に
. 

速
戦)

.

に
詳
し
い
。

(

4

)
「

石
川
島
造
船
争
議
に
関
す
る
自
由
法
曹
団
の
決
議
文」

『

法
律
新
聞』

一
九
〇
七
号

(

一
九
ニ

一
 

年
一
一
月
一
八
日)

、
お
.よ
び
斎
藤
前
掲
論
文
。

(

5

)

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、

一
七
七〜

一

八
三
頁
、
お
よ
び
.
斎
藤
前
掲
論
文
。

(
C
O
)

斎
藤
忠
利「

石
川
島
争
議
顚
末(

続)」
『

鉄
鞭』

ニ
卷
ニ
号
、
八〜

九
頁
。

.

?

)

前

掲「

石
川
島
造
船
争
議
に
関
す
る
自
由
法
曹
団
の
決
議
文」

、
お
よ
び
，『

自
由
法
曹
団
物
語』

(

一
九
六
六
年
、
労
働
旬
報
社)

、
三
八
七〜

三
へ
八
頁
。

说ぞ奋'':'):'1，••へ *

(

8

)
『

日
本
労
働
年
鑑』

、
：一
九
二
ニ
年
版
、
三
〇
頁
。

(

9

)

前
掲
書
、
三
一
頁
。

(

10)

斎
藤
忠
利
前
掲
；「

石
川
島
争
議
顚
末(

続)」

、
九
頁
。

(

11)

斎
藤
忠
利「

H

労
組
合
€>
'

■

歴
史」

『
H

労』

一
巻
三
号(

一
九
二
五
年
一
月)

、
三
頁
。
 

•

12)
『

鉄
鞭』

一
巻
二
号
。

-

(

13)

斎
藤
忠
利
前
掲「

石
川
鳥
争
議
顚
末(

続)」

、
九
頁
。

14)
『

P

本
労
働
年
鑑』

、

一
九
二
三
年
版
、
四
〇
~

四
一
頁
。

15)

斎
藤
忠
利
前
掲「

H

労
組
合
の
歴
史」

。

(

16)
『

全
国
労
働
団
体
の
現
状』

，

(

一
九
二
四
年
、
中
外
社
会
通
信
社)

、
七
四〜

七
五
頁
。

(

17)

天
風
生「

我
が
国
労
働
運
動
の
進
化」

『

工
人
界』

三
卷
二
号

(

一
九
二
ニ
年
四
月)

、
お
よ
び
近
藤
憲
ニ「

全
鉄
工
の
合
同
運
動」

『

労
働
運
動』

三
次 

三
号(

一
九
二 
ニ
年
三
月)

。

(

18)

前
掲『

全
国
労
働
®

体
の
現
状』

、
七
七
頁
。

.

(

19)

前
掲
書
、

一
九
六
頁
。

20)
『

機
械
速
合』

1

卷
五
号

(

一
九
二
ニ
年
'1

一
月)

、お
よ
び『

労
働
運
動』

三
次
九
号(

一
九
二
ニ
年 

一
.月)

。

'

(

21)
『

組
合
運
動』

三
号

(

一
九
二
三
年
四
月)

、
三
頁
。

(

22)

 

(

23)

杉
浦
啓
一
前
掲「

造
機
船H

労
組
合」

、
九
頁
。
斎
藤
と
沢
田
は
専
修
大
学
経
済
政
治
科
に
聴
講
生
と
し
て
通
っ
た
り
、
杉
浦
啓
一
、
平
貞
蔵
等
の 

誘
い
で
前
衛
社
に
よ
る
研
究
会
に
も
出
席
し
て
山
川
均
ら
の
影
響
も
受
け
て
い
た
。

.

24)

前
掲『

全
国
労
働
団
体
の
現
状』

、

一
九
六
頁
。

(

25)
『

労
働
運
動
史
研
究』

三
三
号
、
.

ニ
五
頁
、
三
四
号
、
三
三
頁
、
そ
の
他
を
参
照
。

: 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

第
三
節
関
東
金
属
労
働
組
合

——

産
業
別
：

——

へ
の
発
展

一
九
二
三
年
に
入
っ
て
も
、
経
済
界
の
不
振
は
依
然
続
く
が
、
行
政
整
理
や
軍
備
縮
小
も
如
わ
っ
て
、
ま
す
ま
す
労
働
不
安
は
つ
の
っ
て
い 

た
。

こ
の
よ
ぅ
な
背
景
の
も
と
で
、
造
機
船
エ
労
組
合
も「

一
時
は
ニ
千
六
百
余
名
の
組
合
員
を
有
す
る
大
組
合
で
あ
っ
た
が
、
引
続
き
ニ
回
の 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

.

五

九

(

一
八
七)



: 

六
〇

(

一
八
八)

• 

T

)

大
学
議
と
不
景
気
に
：依
る
事
業
縮
小
0:

結
果
ば
以
前
の
如
き
大
組
合
と
な
る
こ
と
は
也
来
な
い」

状
態
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
も
当
然
の 

な
り
ゆ
き
で
は
あ
っ
た
。

* 

.

し
か
し
、
組
合
員
は
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、
争
議
の
た
び
に
解
雇
さ
れ
た
職
工
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
中
央
支
部

(

鈴
木
鉄
工
所)

の 

活
動
で
、
被
解
雇
者
が
職
を
え
て
い
た
雨
宮
鉄
工
所
と
藤
田
鉄
工
所
に
深
川
第
一
’

深
川
第
二
両
支
部
の
定
着
を
す
す
め
た
ほ
か
、
.
尾

久

支

部 

(

荒
川
製
作
所)

、
鶴
見
支
部
.(
浅
野
造
船
所)

も
具
体
化
し
、

ま
た
石
.
川
島
被
解
ー
辰
職
エ
と
は
別
個
に
：

前
述
し
た
月
島
機
械
や
東
京
製
綱
会
社
に 

も
支
部
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、

エ
労
組
合
が
す
で
に
石
川
島
の
，職
工
に
よ
る
単
一
組
合
の
枠
を
ぬ
け
だ 

し
、
鉄
工
=

機
械
エ
中
心
の
横
断
組
合
へ
明
白
に
ふ
み
だ
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
度
重
な
る
争
議
に
よ
る 

試
鍊
は

エ
労
組
合
を
急
速
に
進
歩
的
に
し
て
い
た
し
、
す
で
に
太
震
災
前
に
、

「

千
三
四
百
名
の
組
合
員」

な

が

ら「

非
常
に
闘
争
的
な
組
合
と 

な
っ
た
I

I

と
評
値
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
み
の
ガ
し
え
な
-
>

だ
が
、
エ
労
組
合
が
横
断
組
合
に
.
一
歩
ふ
み
だ
し
た
と
は
い
え
、
こ
の
時
点
で
は
所
外
支
部
と
い
っ
て
も
旧
石
川
島
職
工
が
主
で
、
組
合
員
も 

各
支
部
と
も
一
五
名
か
ら
三
〇
名
位
の
少
数
で
あ
04

、
依
然
と
し
て
石
川
島
中
心
の
組
合
と
い
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ

- 

.し
 

、
 

■
 

.
 

. *

そ
、
単
独
組
合
と
し
て
は

芝
浦
労
働
組
合
と
共
に
最
大
の
も
の
と
い
う
見
方
も
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
関
東
地
方
に
お
け
る
地
歩
も
揺
ぎ
な
い 

も
の
に
な
っ
て
い
た
.

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
年
の
芝
公
園
に
お
け
る
東
京
の
メ 
I

デー

で
は
、
司
会
が
芝
浦
労
働
組
合
の
半
田
利
助
、
.決
議 

文
朗
読
が
エ
労
組
合
の
高
山
治
郎
市
の
担
当
で
あ

っ
た
し
、
上
野
ま
で
の
示
威
行
進
で
.

も
両
組
合
が
先
頭
に
た
ち
、
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が

(

5)

報
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
月
一
日
、
突
然
大
震
災
が
関
東
一
円
を
襲
っ
た
'
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
石
川
島
造
船
所
で
も
、
本
社
と
深
川
分
工
場
の
大
部
分
が 

烏
有
に
帰
し
、

一
時
休
業
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
被
害
額
は
約
五
九
三
万
円
に
も
上
っ
た
と
い
わ
れ
、

一
〇
月
中
旬
に
い
た
っ
て
部
分
的
に 

作
業
を
開
始
す
る
に
い
た
る
が
、

各
工
場
の
復
旧
が
一
段
落
し
、
作
業
が
全
く
震
災
前
に
復
す
る
の
は
翌
一
九
ニ
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

.

.

震
災
前
ま
で
、
石
川
鳥
に
は
職
工
約
ニ
七
〇
〇
人
、
職
員
約
四
ニ
〇〜

三
〇
人
い
た
め
が
，

災
に
よ
っ
て
職
工
約
ニ
〇
〇
〇
人
、
職
員
約
三 

0

〇
人
に
減
じ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

震
災
後
、
'

時
全
職
工
を
解
雇
し
、
，そ
の

際
解
雇
手
当
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
、
本

社

•
分
工
場
と
も
現

実

. 

に
大
被
害
を
こ

う
む
？
た
こ
と
、.
ま
た
組
合
自
体
も
一
時
的
に
活
動
不
能
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
.0

て
、
こ
の
整
理
は
予
想
以
上
に
ス
ム 

I

ズ
に
す
す
む
こ
と
に
な
っ
た
。

'

•

.

 

:
 

•

一
方
、
当
時
の
エ
労
組
合
め
状
態
を
み
る
と
、

「

大
震
災
と
共
に
全
く
組
合
員
消
息
は
絶
無
と
な
っ
た
。

全
く
組
合
の
存
続
も
危
ぶ
ま 

と
い
う
窮
状
に
あ
っ
た
.0

し
か
し
、

こ
の
混
乱
期
に
、.
高
山
治
郎
市
等
幹
部
は
独
力
で
罹
災
者
救
済
と
失
業
救
済
を
め
ざ
し
て
職
業
紹
介
事
業
を

(

9) 

■

起
し
て
組
合
の
存
続
に
努
め
て
お
ヶ
、
従
来
の
労
働
組
合
中
心
の
活
動
と
も
関
速
し
て
.、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
活
動
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い 

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
こ
う
し
て
震
災
の
被
窖
を
ぬ
け
だ
し
、
組
合
が
再
び
活
動
を
開
始
し
だ
す
頃
、
普
通
選
挙
制
の
実
施
、
国
際
労
働
会
議
の
代 

表
選
出
で
の
政
府
の
譲
歩
、
ィ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
閣
の
成
立
等
に
示
さ
れ
る
内
外
の
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
、
.日
本
の
労
働
組
合
運
動
に
一
つ
の
大 

き
な
転
機
が
訪
れ
て
い
允
。

.

一
九
二
一 

年
を
頂
点
に
盛
り
上
っ
た
ザ
ン
ジ
ヵ

リ
ズ
ム
.

的
風
潮
の
圧
力
で
、
総
同
盟
さ
え
、
ゼ
ネ
ス
ト
の
承
認
、
普
通
選
挙
運
動
方
針
の
削 

除
、
国
際
労
働
会
議
.
不M
認
と
い
う
態
度
を
と
る
.
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
が
、
震
災
直
後
の
一
〇
月

.

総
同
盟
は
協
議
の
結
果
、
議
会
主
義
を
積
極
的
に 

採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
，
つ.
い
.
で
翌
一
.

九
ニ
四
年
—-

月
に
は
政
治
部
を
設
置
し
て
恒
常
的
に
議
会
問
題
に
と
り
く
む
に
い
た
り
、
大
き
く
方
向
を 

転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
.
ら
^

、
従
来
自
壯
速
合
系
に
接
近
し
て
.

い
た
機
械
速
合
も
、

ー'
九
ー
.

ー
四
年
三
月
、
臨
時
大
会
で「

純
^

紙
主
義」

を
表
明
し
、
そ
の
こ
と
®

体
た
だ
ち
に
反
，！

m

由
連
合
系
の
立
場
に
た
つ
こ
：と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
が
っ
た
が
、
社
会
政
策
的
立
法
促
進
、
国 

際
労
働
会
議
利
用
な
ど
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
影
響
が
エ
労
組
合
に
も
波
及
せ
ざ
る
を
え
ず
、
震
災
後
の
い
わ
ゆ
る
：

「

亀
戸
事
件」

の
真
相
究
明
運
動
に
加
わ
.

っ
て
い
っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
.

て
、.

次
第
に
自
由
.
連
合
系
と
の
離
反
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
や
が
て 

発
刊
さ
れ
る
機
関
紙
T

X

労』

の
誌
面
に
V

反
映
さ
れ
て
ゆ
く

が
、
徳
田
球
一
や
野
坂
鉄
等
と
の
接
蝕
を
も
深
め
さ
せ
て
.

ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

六一
(

一
八
九)
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.

こ
の
一
九
ニ
四
年
に
、
A

月

1
.

一
九
！^

の
大
会
準
備
委
員
会
を
.へ
た
の
ち
:

九
月
.
ニ
ー
.

日
、
エ
労
組
合
は
月
島
築
島
会
館
に
お
い
て
第
三
周
年
大

会
を
举
行
し
た
。
：
こ
の
大
会
で
は
、
_

会
主
義
に
つ
い
て
は
特
忆
明
確
な
態
度
を
示
さ
ず
、

' 

無
産
政
党
に
は
個
人
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
、
' 

と
い

ぅ
決
議
を
な
.1
.

た
に
と
ど
ま
っ
た
が
"

.

採
択
さ
れ
た
綱
領
に
示
さ
.
れ
る
ご
：と
く
、
.

創
立
時
に
く
ら
べ
て
、

一
層
嶼
闘
的
に
な
り
、
階
級
的
視
点
を

鮮
明
に
し
た
'£

と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
綱
領
は
次
の
ご
と
く
で
.
あ
る
。
 

' 

.

•
•

A

我
等
は
相
互
扶
助
の
精
神
■

に
基
き
組
織
的
な
る
団
結
を
以
て
経
済
的
福
利
の
増
進
並
に
知
識
の
啓
発
を
期
す
。

.

A

我
等
は
勇
敢
な
る
行
動
を
以
て
資
本
家
階
級
の
暴
虐
な
る
圧
迫
に
対
し
、.
徹
底
的
に
抗
争
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

△

我
等
労
働
階
級
は
''

労
資
の
協
調
せ
ざ
る
を
認
む
る
が
故
に
、

一
致
協
力
し
て
不
合
理
な
る
，社
会
を
排
斥
し
、'
相
愛
的
平
等
な
る
新
社
会
の
建
設
を
期
す
。

ほ
か
に
、
ニ
重
賃
金
制
度
お
よ
び
中
間
搾
取
制
度
の
.

撤
廃
'

完
全
な
る
労
働
組
合
法
.
の
制
定
、
組
合
運
動
犠
牲
者
の
救
済
等
を
議
決
し
て
い
る 

が
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
中
絶
し
て
い
た
機
関
紙
の
再
刊

(『

エ
労』)

、
教
育
部
の
充
実
、
さ
ら
に
は
組
合
費
を
従
来
の
ニ
〇
銭
か
ら
三
〇
銭
に
値
上
. 

げ
す
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
組
合
活
動
の
充
実
発
展
を
は
か
ら
ん
と
し
た
。'
そ
れ
と
共
に
、
こ
の
大
会
を
機
に
創
立
以
来
理
事
長
の
地
位
に
あ
っ
た 

高
山
治
郎
市
が
静
養
の
た
め
辞
任
し
、
若
い
層
を
代
表
し
て
斎
藤
忠
利
が
こ
：れ
を
つ
ぐ
こ
と
に
，な
っ
■

た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
ぅ
な
戦
闘
化
と
は
反
対
に
,.

こ
の
頃
会
社
の
労
務
対
策
も
実
効
を
あ
ら
わ
し
つ
つ
あ
り
、
震
災
前
後
か
ら
す
で
に
弱 

体
化
の
徴
候
が
あ
ら
わ
れ
だ
し
て
.
い
た
エ
労
組
合
は
、
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
、
組
合
員
に
関
し
て
は
震
災
前
の
約 

一
ニ
五
〇〜

一
四
〇
〇
名
と

r
,2

ノ

い
わ
れ
た
も
の
か
ら
約
一
一
〇
〇
名
へ
と
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
.も
否
定
し
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
組
織
形
態
と
し
て
は
、
震
災
前
に
ふ
み
だ 

さ
れ
て
い
た
横
断
化
へ
の
方
向
が
依
然
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
，す
で
に
震
災
前
に
結
成
さ
れ
て
い
た
支
部
の

、
3

ノ

い
く
つ
か
は
突
然
の
災
難
に
よ
り
消
滅
し
て
い
た
が
、
震
災
前
か
ら
維
持
さ
れ
て
い
た
月
島
、
尾
久
、
鶴
見
各
支
部
に
加
え
て
、
新
た
に
三
村
支 

部

(
一

九
ニ
R3

年
一
〇
月
ー
/\

日
創
立)

が
中
央
支
部
の
活
動
に
.

よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
た
。
.

こ
れ
は
当
時
の「

内
外
の
情
勢
の
下
で
職
業
別
的
単 

独
縦
断
組
合…

…
(

が)
…
…

無
力
で
あ
る」

と
い
う
認
識
に
対
す
る「

無
意
識
的
な
反
I

」

と
い
え
た
が
、

こ
の
よ
う
な
方
向
が
や
が
て
自
ら
を

產
業
^

組
織
の一 .

支
窗
に
解
消
せ
し
め
る
道
に
通
じ
.

る
こ
と
は
後
に
.

み
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

話
が
前
後
す
る
が
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
七
月
.

(

一〜

二
日)

、
自
動
車
部
で
は
時
間
短
縮
を
要
求
.し
て
争
議
に
突
入
す
る
事
態
が
発
生
し
て
い

, 

S

)

た
。
そ
し
て
、
エ
労
組
合
の
指
導
で
二
三
七
名
が
争
議
に
参
加
し
、
わ
ず
か
.

一
日
で
要
求
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
自
動
車
工
場
は
、

一
九
二 

〇
年
、

ィ
ギ
リ
ス
の
ゥ
ー
ズ
レー

自
動
車
会
社
か
ら
製
造
販
売
権
を
購
入
し
た
の
ち
、

深
川
分
工
場
で
生
産
を
開
始
し
て
い
た
も
の
で
、

震
災 

後
、
本
社
事
務
所
跡
に
新
築
移
転
し
、
陸
軍
軍
用
保
護
自
動
車
の
資
格
も
え
て
生
産
を
拡
充
し
て
い
た
矢
先
に
こ
の
争
議
に
み
ま
わ
れ
た
も
の
で 

あ
っ
た
。
な
お
、

こ
の
自
動
車
工
場
は
、

一
九
二
六
年
に
再
び
大
争
議
の
舞
台
と
な
っ
た
の
ち
、

一
九
二
九
年
五
月
、
石
川
島
造
船
所
よ
り
分
離 

さ
れ
て
石
川
島
自
動
車
製
作
所

(

現
在
の
い
す
ず
自
動
庳
株
式
会
社)

と
な
る
に
い
た
る
。

. 

■
.
 

,

と
こ
ろ
で
、

一

九
ニ
{5
1

年
、
ニ
五
年
と
、
経
済
界
は
震
災
後
の
復
興
事
業
の
展
開
に
よ
る
相
対
的
安
定
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
。
し
か
し
、
不 

況
を
理
F1
3

に
し
た
布
業
縮
小
か
ら
組
合
員
を
馘
首
す
る
例
も
多
く
、.

争
議
は
依
然
と
し
て
受
動
的
消
極
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、

一
九
ニ 

五
年
に
入
る
と
、
賃
金
増
額
や
減
額
反
対
、
解
雇
手
当
の
制
定
、
最
賃
制
の
確
立
等
を
要
求
す
る
争
議
の
ほ
か
に
、
請
負
制
度
の
撤
廃
、
賃
金
ニ 

重
制
度
の
撤
廃
、
あ
る
い
は
臨
時
雇
用
制
度
反
対
の
要
求
も
め
■

だ
ち
だ
し
た
こ
と
が
.
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
.
土
労
組
合
は
次
第
に
活
動
の
枠
を
外
部
に
拡
大
し
、
従
来
の
単
独
組
合
の
行
き
方
を
ぬ
け
だ
し
て
、
産
業
別
や 

全
国
的
速
合
運
動
に
意
欲
を
示
し
だ
し
て
い
た
。
事
実
、
す
で
に
エ
労
組
合
は
組
織
的
に
は
単
一
企
業
.

の
枠
を
こ
え
て
お
り
、
さ

ら

に「

他
組
合 

と
の
意
識
的
協
同
と
親
密
な
る
友
誼
的
交
際」

に
も
ふ
み
だ
し
て
、

r

労
働
者
の
産
業
別
全
国
的
合
同
組
合
の
み
が
、

唯
一
の
労
働
階
級
の
本
域 

で
：あ
る」

と
い
う
認
識
に
も
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
方
向
と
は
反
対
に
、
こ
の
頃
す
で
に
総
同
盟
内
部
で
は
共
産
党
系
の 

抬
頭
に
よ
り
左
右
両
派
の
対
立
が
表
面
化
し
つ
つ
.

あ
っ
た
の
で
、
エ
.

労
組
合
は
、
自
ら
が
地
盤
と
す
る
関
東
地
方
に
関
東
労
働
同
盟
会
と
関
東
地 

方
評
議
会
と
い
う
ニ
つ
の
連
合
体
が
存
す
る
こ
と
を
憂
い
、

「

産
業
別
合
同
主
義
及
び
：
•
•
•
.全
国
的
産
業
別
組
合
の
中
央
集
権
的
合
同
促
進
、

の 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 
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根
本
精
神
に
鉴
づ」

い
て
合
同
の
仲
介
を
と
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
、
単
独
組
合
の
伝
統
を
す
て
て
総
同
盟
に
.

加
盟
す
.る
こ
と
に
な

っ

た

。

同
時
に

• 

.

.

.

総
同
盟一

九
ニ
五
年
度
大
会
に
は
、
中
央
委
員
会
が
極
力
合
同
：に
努
力
す
る
と
.
い
う
意
向
を
示
し
た
め
で
の
.
ち
に
撤
回
は
す
る
も
の
の
、
両
団
体 

合
同
促
進
.
に
関
す
る
建
議
案
を
提
出
し
て
合
同
へ
の
意
欲
と
姿
勢
を
示
し
さ
え
し
た
。

し
か
し
、:
1

方
で
産
露
別
あ
る
い
は
全
国
的
連
合
体
制
へ
の
志
向
を
も
ち
な
が
ら
、
他
方
で
思
想
や
運
動
方
針
の
相
違
に
よ
る
分
断
傾
向
と
い 

う
ジ
レ
シ
マ
の
.

中
で
，
両
[-
1
1
体
の
対
立
は
す
セ
に
い
か
ん
と
も
し
が
た
く
、
三
月
二
七
日
、：
中
央
委
員
会
で
関
東
地
方
評
議
会
の
解
散
お
よ
び
そ 

の
機
関
紙『

労
働
新
聞』

の
発
行
停
止
を
決
定
す
る
に
及
ん
で
、
翌
ニ
八
日
、
左
派
は
刷
新
運
動
に
の
り
だ
す
こ
と
を
宣
し
、
四
月
に
入
っ
て
革 

新
同
盟
を
組
織
す
る
に
い
た
っ
た
0

:

:

.

,
:

当
初
、
エ
労
組
合
は
中
立
的
立
場
を
保
持
し
た
も
の
.

の
、
や

が

て「

総
同
盟
の
幹
部
は
、：
本
組
合
に
対
す
る
契
約
を
一
蹴
し
本
組
合
の
誠
意
を

' 

. 

. 

.

.

無
視
し
、
本
組
合
の
面
目
を
蹂
躪
し
て
.
、
最
終
日
の
大
会
席
上
、
重
要
緊
急
な
る
議
事
を
拋
擲
し
て
、
代
議
員
ー
>

三
の
強
硬
分
子
除
名
の
陰
謀

に
耽
り
、
以

て

今

日

の

紛

争

擾

乱

の

禍

因

を

醸

成
.

と
い
う
判
断
か
ら
、
刷
新
運
動
に
く
み
す
る
態
度
を
決
定
し
、
関
東
地
方
評
議
会
と
の

間
で
四
月
お
よ
び
五
月
に
二
度
に
わ
た
っ
て
正
式
に
合
同
を
協
議
し
た
す
え
、

つ
い
に
五
月
一
〇
日
、
革
新
同
盟
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
。
そ
し

(
S
)

て
、
総
同
盟
幹
部
に
対
し
：「

政
策
の
絶
無」

「

主
張
の
右
傾」

「

態
度
の
専
横」

「

日
和
見
主
義」

に
た
つ
も
の
と
し
て
、
鋭
い
攻
撃
も
加
え
だ
し 

た
。

つ
い
で
五
月
.
一
六
日
、
,

総
同
盟
中
央
委
'員
会
.
が
革
新
同
盟
に
所
属
す
る
.

一
一
五
組
合
を
除
名
す
る
や
、

被
除
名
組
合
は
五
月
ニ
.

四

日

?

ニ
七 

日)

、
神
戸
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、
こ
こ
に
同
盟
を
解
体
し
て「

日
本
労
働
組
合
評
議
会」

を
創
立
す
る
に
い
た
る
。

エ
労
組
合
も
、

五
月
一 

六
日
、
組
合
本
部
で
中
央
委
員
会
を
開
い
て
、
神
戸
に
お
け
る
大
会
に
は
代
議
員
ー
〇
.
名
を
派
遣
す
る
.

こ
.
と
を
決
定
し
、

つ
い
で
評
議
会
成
立
後 

は
関
東
地
方
評
議
会

(

六
月
一
三
日
成
立)

に
.

所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
'

た
。

■■

こ
の
エ
労
組
合
の
評
議
会
へ
の
参
加
は
、
労
働
組
合
の
勢
力
分
布
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ 

う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
、

金

属

•

機
械
関
係
の
労
働
組
合
の
大
手
は
ほ
.
と
ん
ど
単
独
組
合
で
、
.

総
同
盟
に
属
す
る
も
の
は
少
か
っ
た
。

そ
こ

へ
ノ
エ
労
組
合
が
評
議
会
に
加
入
す
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、

他
の
金
属
関
係
の
組
合
を
も
評
議
会
に
加
入
さ
せ
る
き
つ
、か
け
を
与
え
た
し
、

「

金
羁

驗

産
業
は
総
同
盟
よ
り
評
議
会
の
方
が
多
い
と
い
う
印
象
づ
け
を」

す
る
役
割
も
は
た
し
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

.

し
か
し
な
が
ら
广
こ
の
総
同
盟
第
ー
次
分
裂
と
い
わ
-

れ
る
評
議
会
の
離
脱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
、
労
働
組
合
の
戦
線
統
一
.

は
一
つ
の
潮
流
. 

で
あ
っ
た
こ
と
も
み
の
が
し
え
な
い
。
評
議
会
創
立
前
.
の
三
月
六
日
、
立
場
の
異
な
る
総
同
盟
、
官
業
総
同
盟
、：
機
械
連
合
、
印
刷
工
連
合
等
に 

よ

る「

関
東
労
働
組
合
会
議」

の
結
成
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
る
し
、
エ
労
組
合
が
総
同
盟
に
加
盟
す
る
に
あ
た

っ
て
対
立
ニ
派
の
斡
旋
を 

企
て
た
の
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

.

. 

.

従
っ
て
、
評
議
も
創
立
当
初
か
ら
組
合
の
整
理
•

合
同
を
大
き
な
目
標
に
し
て
お
り
、
先
ず
第
一
に
産
業
別
組
織
化
を
す
す
め
、
そ
の
上
に 

た

っ
て
全
国
的
連
合
を
築
く
と
い
う
方
針
を
う
ち
だ
し
て
い
た
。
生
活
不
安
、
資
本
に
よ
る
組
合
切
し
の
進
行
、
治
安
維
持
法
を
は
じ
め
と
す 

る
弾
圧
の
強
化
等
に
対
し
て
、
そ
の
頃
0

労
働
組
合
は
実
質
の
と
も
な
わ
ぬ
弱
小
の
も
の
が
多
く
、
特
に
大
芷
末
頃
に
は
労
働
運
動
の
比
重
が
中 

小
企
業
に
従
事
す
る
職
工
に
移
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
組
合
の
整
理

•

合
同
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
組
織
形
態
に
関
し 

て
の
み
で
な
く
、

ス
ト
基
金
や
ス
ト
権
の
中
央
で
の
掌
握
と
い
っ
た
形
で
も
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
央
集
権
的
方
向
が
一
.つ
の
潮
流
と
も
い 

え
る
傾
向
が
み
ら
れ
だ
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
請
の
も
.
と
に
、
次
章
.

で
説
明
す
る
ご
と
く
、
加

議
会
牵
下
の
鉄
工=

=

金
属
エ
に
よ
る
産
業
別
合
同
へ
の
第
一
歩
が
し
る
さ
れ
る 

が
、
：先
ず
エ
労
組
合
、
関
東
鉄
工
組
合
、
時
計
エ
組
合
に
よ
っ
て「

関
東
金
属
エ
協
議
委
員
会」

が
設
置
さ
れ
、

そ
こ
で
協
議
の
結
果
、

「

関
東 

金
属
労
働
組
合」

の
創
立
を
み
る
に
い
た
る
。
さ
ら
に
こ
れ
が
.「

金
属
産
業
全
国
協
讓
会」

へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
が
、

こ
の
過
程
で
、
合
理
化
攻 

勢
の
'

開
始
を
背
景
に
石
川
島
は
じ
め
、.

い
く
つ
か
の
争
議
を
経
験
し
て
、
関
東
金
属
労
組
は
評
議
会
傘
下
でS

P

最
も
戦
闘
的
な
組
合
の
一
つ
と
な 

り
、
，
多
く
の
活
動
家
や
理
論
家
を
う
み
だ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
：
：
/ 

■

.

,

ノ
こ
の
よ
う
に
、
エ
労
組
合
が
戦
闘
化
し
て
ゆ
く
の
に
.

対
応
す
る
形
で
、
震
災
後
、
会
社
側
め
組
合
運
動
に
対
す
る
施
策
も
着
実
に
進
行
し
て
い 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

六

五

(

.

一
九
三)



つ：.
卩
V

. 

六

六

(
.一

九
四)
.
 

•

た
,

会
社
め
意
を
体
.
し
怒
神
野
信
_

1

#

に
.
ょ
'
る

「

：乃
木
講
社」

、：

つ/
い
.
で
.

：

「

自
彊
労
働
組
合j

 

Q

結
成
が
そ
れ
で
あ
り
、

同
時
に
会
社
侧
は
そ
の 

他
I

内
諸
機
関
.

^

S

第
1

エ
を
骨
抜
き
|

て
ゆ
き
、
エ
労
姐
合
、
；
そ

れ

遍

遠
I

厲
労
組
.
石
川
島
分
会
S

蝕
を
加
え
て 

_

い
：？
た
。
そ
し
そ
，
4

:

丸
±1
.
六

年
,0

争
議
、
.

不
況
：と
合
.
理
化
の
.
進
行
、
.
さ
ら
に
.
は
一
;

九
--
1

.

八
年
1
.ー}
月
：ー
五
自
お
i

び
翌
：

1
:

一
九
年
四
月
一
六
日
.の
共 

:

産
党
系
.

^

対
す
る
弾
庄
を
.
経
過
し
た
後
、
右
川
鳥
造
船
所
は
自
彊
労
働
組
合
一
色
に
ぬ
り
つ
.

ぶ
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

み

杉

浦

啓
-

ー-
前
掲
“

造
機
船
エ
労
組
合
/

九
頁
。
： 

.

.

.

(

2

)

斎
藤
忠
利
前
掲
i

労
組
合
の
.
歴
史」

、
同
.
氏
よ
り
の
聴
取
、
ざ
ら
に
杉
浦
啓一

前
掲
論
文
も
参
照
。

.

(

3)

杉
浦
啓
ー
'
.前
掲
，

「

造
機
船
エ
労
組
合」
。
ほ
が
に
.『

鉄
鞭』

三
号(

一
九
二
一
年 

一
二
月)

の

「

本
部
便
り」

や11

号
以
下
の
巻
頭
言
を
参
照
。
 

(

4

}
震
災
前
に
存
し
.た
各
支
部
の
創
立
年
月
お
よ
び
組
合
員
数
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

：

支
部
名 

月
島
機
械
会
社
製
罐
部 

中
央
支
部 

東
京
製
綱
エ
場 

雨
宮
鉄
工
'所

(

深
川
第
一)

 

藤
田
鉄
エ
-r
r

(

深
川
第
一
一

)

 

鶴
見
支
部
' 

■ 

尾
久
支
部

.，設
立
年
月 

一
九
こ
一
年
八
月 

一
九
二
一
年
ニ
一
月 

一
九
ニ
.

ー¥
55

:
月 

一
九
ニ
ー 

一̂
五
月 

一
九
一
三
一
年
七
月 

一
九
二
三
年
七
月 

一
九
二
三
年
七
月

組
30 30 15 20 15 20 20 合

員
数

ほ
か
に
新
個(

吉
永
木
工
.

所)

や
越
中
島
支
部
な
ど
の
結
成
を
企
図
し
た
が
、
震
災
の
た
め
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

(

5)
「

年
と
共
に
そ
の
威
力
を
加
え
つ
つ
あ
る
メ 
I

デ
ー」

『

労
働
組
合』

•
一
 

巻
—

号
.

(
一
九
二
三
年
六
月)

。

(

6

)
『

東
京
石
川
島
造
船
所
五
十
年
史』

、
一
一
七
ニ
頁
。
：

(

7

)

前
掲
書
、

ニ

七

5
。 

•

{

3

斎
藤
忠
利
前
掲「

ェ
労
組
合
の
歴
史」

。

(

9)

前
掲
>

全
国
労
働
団
体
の
現
状』

、

一
九
七
頁
、
斎
藤
忠
利
前
掲
論
文
、
お
ょ
び『

社
会
思
想』
ニ
卷
九
号(

一
九
二
三
年
一
一
月)

、

一
六
頁
。

(

10)

例
え
ば『

ェ
労』

一
巻
三
号(

一
九
二
五
年
一
月)

で
は
' 

第
一
面
.
に
故
レ
ー
二
ン
夫
妻
と
甥
の
写
真
を
掲
げ
た
り
、
ま
た
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
主
張
に

.

か
わ
っ
て
戦
關
力
の
集
中
を
主
張
す
る
論
文
な
ど
も
め
.

だ
っ
て
ゆ
く
。

(

11)
.
『

労
働
年
鑑』

(

一
九
二
五
年
、
総
同
盟
出
版
部)

、一

九
.ニ
五
年
版
、
.
四
六
頁
。

(

12)
『

R

本
労
働
年
鑑』

、

一
九
二
三
年
お
よ
び
一
九
二
四
年
版
。
 

.

13)

斎
藤
忠
利
前
掲「

エ
労
組
合
の
歴
史」

。

.

,

14)

.「

戦
關
カ
を
集
中
せ
よ
-—

組
合
の
産
業
別
大
合
同
を
促
進」

『

エ
労』

I

巻
三
号
、一

頁
。

15)

前
掲『

労
働
年
鑑』

、

1

〇
七
頁
。

(

16)

前

掲「

戦
闘
力
を
集
中
せ
よ_

.

組
合
の
産
業
别
大
合
同
を
促
進」

、

一
頁
。

17)

前
揭『

石
川
島
造
船
所
エ
場
分
会
資
料』

、
-*

六
頁
。
 

、

(

18)

 

(

19)

前
掲
書
、

一
八
頁
。
，

，

20)

前

掲「〈

座
談
会〉

総
同
盟
の
第
一
次
分
裂
を
め
ぐ
っ
てJ、

四
七
頁
。
 

，
，

•

§

「

金
厲
労
働
組
合
協
議
会
創
立
に
関
す
る
テ
ー
ゼ」

『

労
働
新
聞
<

金
属
版
>』

_.
'

〇

号

(

ー
九
ニ
五
年
ー
一
月)

、

f

頁
。

.一一
一
、_
彊
労
働
組
合
の
成
立
と
日
本
主
義
労
働
運
動
の
発
展

第

一

節

関

東

金

属

労

働

組

合

と

自

疆

労

働

組

合

の

併

立
-

-

-

-産
別
化
の
意
味
す
る
も
の
1

.

• 

■ 

■ 

:
 

' 

■ 

. 

,

.

人
総
同
盟
か
ら
評
議
会
が
分
離
す
る
頃
"

大
震
災
後
の
復
興
事
業
の
活
気
に
ょ
っ
て
一
時
的
な
安
定
が
到
来
し
た
も
の
の
、
..治
安
維
持
法
の
施 

行
_、
合
理
化
攻
勢
の
開
始
に
ょ
り
、
経
済
界
、
労
働
界
に
は
依
然
暗
雲
が
漂
0

て
ぃ
た
。

.

.A
J

の
ょ
ぅ
な
情
勢
の
も
と
で
、
組
合
運
動
が
分
裂
に
遭
遇
す
：る
.

こ
と
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ

と

.

で
は
な
'
か
つ
た

が

、

評
議
会
自
身
.
そ
.の
こ
と
を 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

六

七

〈

一
九
五)



. 

六
八
：n

九
六)

 

熟
知
し
て
い
た
。
従
っ
て
、'

1

方
で
分
裂
の
当
事
者
と
な
り
な
が
ら
、
.

他
方
で
統
.

一.
•

合
同
へ
の
志
向
も
め
ぐ
ら
し
.

て
い
た
.
.の
で
あ
る
。
そ
の
こ 

と

は

『

労
働
新
聞』

創
刊
号
の
次
の
記
*

.

か
ら
も
う
か
.

が
，え
.

よ
う
0

ブ「

：
：
：
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
'『

分
裂
し
て
は
な
ら
ぬ』

と
云
ふ
原
則
に
立
つ
労
働
組
合
が
、そ
の
原
因
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
遂
に
分
裂
を
敢
て
し
た
事
は
、
 

我
等
の
運
動
に
太
な
る
損
失
を
招
い
た
も
の
'

と
言
わ
ね
ば
.

な
ら
ぬ
。

•
：

•
•

•

.

.

故
に
我
等
に
は
、
此
の
太
い
一
線
を
画
し
た
歴
史
的
事
件
の
当
取
者
と
し
て
責
任
の
有
無
は
問
題
外
に
、

一
個
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
居
る
事
を
忘
れ
て
は 

な
ら
.
な
い
。
 

.

そ
れ
は
此
機
会
に
我
等
が
年
来
の
主
張
で
あ
る
、
労
働
組
合
の
全
国
的
総
連
合
並
に
、.
そ
の
総
連
合
の
基
礎
を
産
業
別
体
系
に
整
備
す
べ
く
、
積
極
的
に
努 

力
す
る
•

で
あ
る」

。

.
 

*
 

•

.

評
議
会
の
組
合
の
.

整
理
と
産
業
別
合
同
方
針
は
、
そ
の
創
立
大
会
に
お
い
て
す
で
に
決
議
、
確
認
さ
，れ
て
い
た
が
、
以
後
率
先
し
て
傘
下
の
組

合
の
地
方
別
お
よ
び
産
業
別
へ
の
整
理
.

合
同
に
着
手
す
る
一
力
、
傘
下
外
の
労
§

合
に
も
こ
れ
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
主
張
の
先
兵
と
し
て
出
発
.
し
た
の
が
、
す
で
に
前
章
で
若
干
ふ
れ
た
関
東
地
方
に
お
け
る
鉄
工
H

.

金
厲
エ
の
合
同
で
あ
っ
た
。

一

九
一
一
五
年
六
月
七
日
、
関
東
鉄
工
組
合
が
大
会
で
金
属
産
業
に
属
す
る
組
合
の
合
同
促
進
.
を
可
決
し
た
の
を
最
初
.

に
、
六
月
中
に
造
機
船
エ
労
組

合
、
時
計
エ
組
合
も
合
同
べ
の
足
並
を
そ
ろ
え
た
。
六
月
ニ
ー 

日
、
こ
の
三
組
合
は
委
員
を
選
出
し
て
会
合
を
も
ち
、
合
同
を
前
提
に
名
称
、
.組

織
、
役
員
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
が
、
こ
の
後
さ
ら
に
細
目
を
検
討
し
、
合
同
に
む
か
っ
て
前
進
し
て
い
っ
た
。
エ
労
組
合
で
は
、
七
月
四
日
の

.
代
議
員
会
で
最
終
的
に
三
団
体
の
合
同
を
可
決
す
る
が
"

.

三
団
体
に
よ
る
協
議
も
さ
ら
に
七
月
五
日
、

一
八
日
と
す
す
め
ら
れ
て
.、

八
月
ニ
ニ

日
、
.

つ
い
に「

関
東
地
方
に
於
け
る
金
属
産
業
七
〇
余
.

工
場
'
に
亘
る
三
千
八
百
の
金
属
労
働
者」

の
合
同
を
成
就
す
る
に
い
た
る
。

こ

の「

関
東
金
厲
労
働
組
合」

の
創
立
大
会
は
、
関
東
地
方
評
議
会
本
部
楼
上
に
お
い
て
三
組
合
の
代
表
者
五
〇
名
の
参
加
.
を
.え
て
挙
行
さ
れ

た
。
議
長
は
石
川
島
造
船
所
深
川
分
工
場
出
身
の
市
村
光
雄
、
書
記
は
松
岡
稔

(

秋
山
畏
三
郎)
で
進
め
ら
れ
た
が
、：
役
員
人
窜
で
は
、
組
合
長
に

ェ
労
組
合
理
翦
長
で
、ぁ
っ
た
斎
藤
忠
利
、.
.

執
行
委
員
長
に
は
時
1H1

ェ
組
合
の
本
沢
兼
次
が
選
出
さ
れ
.た
。

組
織
方
針
と
し
て
は
.「

産
業
別
合
同

を
通
じ
て
の
全
国
的
総
速
合」

を
確
認
し
、
.

ま
た
ス
口
1

ガ
ン
と
し
て
2

日
常
_

争
を
通
じ
て
の
政
策
の
碓
立
、
(2

未
組
織
金
厲
労
働
者
の
組
織

(

4)

化
、
⑶
工
場
委
員
会
の
普
及
、
⑷

1

産
業
一
組
合
、
⑶
全
国
的

1

大
連
合
、

の
五
項
目
を
採
択
し
て
い
る
。

す
で
に
産
業
別
組
織
に
一
歩
ふ
み
だ
し
て
い
た
エ
労
.
組
合
は
、
関
東
金
属
労
組
の
成
立
に
ょ

っ
て
、
石
川
島
造
船
所
職
工
を
京
橋
支
部
に
、
尾 

久
支
部
を
北
部
支
部
に
属
せ
し
め
た
が
、
京
橋
支
部
の
創
立
大
会
は
九
月
一
.

ニ
日
、：
深
川
労
働
会
館
に
開
催
さ
れ
た
。
出
席
し
た
代
議
員
は
五
三 

名
で
、
支
部
長
に
西
山
仁
三
郎
、
書
記
に
鈴
木
千
代
平
を
選
出
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
.

な
っ
.
た
。

“

'

し
か
し
、
こ
こ
で
鉄
工
の
合
同
が
成
就
さ
れ
た
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
評
議
会
傘
下
の
工
場
の
み
の
参
加
で
あ
り
、
そ
れ
も
中
小
工
場
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
ら
た
の
で
、
当
然
石
川
鳥
の
職
工
が
そ
の
中
心
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
当
初
は
関
東
金
属
労
組
の
構
成
は
、
支
部
数

に
し
て
も
四
三
に
及
ぶ
な
ど
、
複
雑
で
あ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
整
理
さ
れ
.
る
が
、
そ
の
結
果
、
京
橋
支
部
に
は
石
川
島
分
会
と
、
か
っ
て
エ
労
組

合
の
支
部
で
あ
っ
た
月
鳥
機
械
工
場
分
会
の1

一
っ
が
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
後
、
石
川
島
造
船
所
職
工
は
京
橋
支
部
石
川
鳥
分
会
と
し 

.
 

(

5)

て
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、

石
川
島
分
会
で〔

は

「

未
だ
約
半
数
の
.

1

員
は
組
合
に
団
結
し
て
お
ら
ぬ」

状
態
に
鑑
み
、

一
〇

月
、
全
従
業
員
の
組
織
化
を
め
ざ
し
て「

組
織
特
別
委
員
会J

を
，設
置
し
た
り
、
宣
伝
ビ
ラ
を

所
内
に
f

す
る
な
ど
し
て
、
名
実
.共
に
関
東
金

厲
の
中
心
と
な
る
べ
く

組
織
独
化
に
の
り
だ
し
て
い
っ
た
。

'

関
東
金
厲
労
組
は
、
創
立
大
会
に
お
い
て
も
-.
一
 

産
業
一
組
合」

を
最
大
の
目
標
.

に
掲
げ
た
ご
と
く
、
そ
の
後
も
整
理
合
同
に
前
進
す
る
が
、

(

6)

「

此
の
ス
P

丨
ガ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、

我
等
は
評
議
会
と
い
ふ
連
合
体
を
即
時
解
体
す
る
こ
と
を
も
辞
せ
な
い
の
で
あ
る」

と
い
ぅ
姿
勢 

さ
え
示
し
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
化
と
し
て
、

九
月
、
.

関
東
金
属
労
組
の
提
唱
で
、
機
械
連
合
、

関
東
連
合

(

関
東
労
働
組
合
連
合
会=

自
由
連
合
系)

 

の
参
加
を
え
て
関
東
地
方
の
金
属
組
合
の
合
同
協
議
.
会
が
開
か
れ
て
い
る
し
、

っ
い
で
一
〇
月
に
も
、
関
東
連
合
、
友
信
共
愛
会
、
陸
エ
会
と
の 

協
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
単
，に
情
報
を
交
換
す
る
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
産
業
別
合
同
へ
の
意
欲 

は
ぅ
か
が
え
る
。
：
ま
た
、
評
議
会
自
体
の
内
部
で
も
、
.

ー0

月
、
大
阪
の
評
議
会
総
本
部
楼
上
で
開
催
さ
れ
た
全
国
産
業
別
協
議
会
に
お
い
て
、

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

, 

六
九

(

一
九
七)



:
 

七
〇

(

一
九
八)

印
刷
産
業
、
交
通
電
気
産
業
と
共
に
、
金
属
産
業
全
国
協
議
会
も
開
か
れ
、
閨
東
金
属
労
組
の
ほ
か
に
、
大
阪
造
機
船
労
働
組
合
、
京
都
電
機
エ 

組
合
、
祌
戸
機
械
造
船
勞
働
組
令
、
岡
山
鉄
工
労
働
組
合
、
名
古
屋
機
械
.
エ
組
合
等
の
参
加
を
え
て
、
全
国
的
合
同
：.へ
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し 

た
。

：

' 

■ 

. 
'

■

'

•

' 

. 

. 

' 

'

す
で
に
産
別
化
の
方
向
に
歩
み
だ
し
て
い
た
と
は
い
え
、

’

一
企
業
を
中
心
に
し
た
エ
労
組
合
が
、
こ
の
よ
う
に
産
業
別
組
合
の
.支
部
に
改
組
さ 

れ
て
ゆ
く
過
程
'

に
は
典
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、.

こ
の
組
織
の
拡
大
は
決
し
.
て
唐
突
の
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
み
た
ご
と
く
、
エ
労
組
合
は
構 

成
員
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
逆
締
付
規
定
を
も
た
ず
に
開
放
的
.
で
あ
っ
た
し
、
争
議
め
た
び
に
解
雇
さ
れ
た
活
動
家
も
組
合
を
た
だ
ち
に
去
る
と 

い
う
わ
け
で
も
な
.
か
っ
た
。
同
じ
く
企
業
単
位
の
組
合
で
も
芝
浦
労
働
組
合
の
場
合
は
、
逆
締
付
規
定
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
被
解
雇 

者
は
独
立
し
て
別
組
合
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
る
。
：こ
れ
に
比
べ
て
、
エ
労
組
合
は
創
立
以
来
単
に
閉
鎖
的
な
性
格
で
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
 

実
際
に
も
所
外
の
工
場
に
支
部
を
恒
常
化
さ
せ
て
お
り
、
横
断
化
へ
の
姿
勢
、
他
の
.

組
合
と
の
連
携
'
を
も
か
な
り
進
渉
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
理
論
的
に
戦
略
上
有
利
の
よ
う
に
み
え
る
産
別
化
へ
の
方
向
も
、
.

大
震
災
後
.の
不
況
の
進
行
と
や
が
て
合
理
化
攻
勢
が
開
始
さ
れ
ん 

と
し
て
、

H

労
組
合
自
体
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
時
に
ふ
み
き
ら
れ
た
.
こ
と
に
も
注
意
を
む
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
か
.

つ
て
、
第
一
次
大
戦 

後
の
時
期
に
、
当
時
.

の
労
働
不
安
に
対
抗
し
て
推
進
さ
れ
た
企
業
別
化
は
、
弱
小
労
働
団
体
の
整
理
統
合
に
よ
る
企
業
内
結
集
、
そ
の
結
果
と
し 

て
戦
闘
力
の
増
大
.
を
も
た
ら
し
え
た
と
い
え
る
が
、
関
東
金
属
労
組
へ
の
合
同
は
、
石
川
島
職
工
に
と
っ
て
必
ず
し
も
組
織
の
拡
大
に
相
応
し
た 

組
合
機
能
の
充
足
、
成
果
.

の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
.

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
結
集
し
た
職
工
が
鉄
工
H

金
属
エ
で
あ
っ
た
と 

は
い
え
、
関
東
に
お
：け
る
全
鉄
工
の
う
ち
の
ご
く
一 

部
に
ず
ぎ
ず
、
し
か
も
造
船
エ
場
に
属
す
る
支
部
で
内
容
の
充
実
し
て
い
た
の
は
石
川
島
の 

み
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
、
当
時
の
造
船
業
お
よ
び
金
属
'

機
械
工
業
の
資
本
系
列
や
労
働
者
の
移
動
範
囲
を
考
え
た
場
合
、
組
織
形
態
と
し 

て
は
産
業
別
に
拡
大
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
が
市
場
に
赴
し
、
規
制
力
を
も
ち
え
：た
と
.

は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
石
川
島
の
内
部 

を
み
て
も
、
企
業
内
の
組
織
が
強
化
さ
れ
て
発
展
的
に
産
業
別
へ
移
行
し
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
労
務
対
策
の
進
展
に
よ
つ
て
組
合
の
土
台
が

下
安
定
叱
し
、
反
組
合

的
職
工
の
増
加
、
そ
れ
に
応
じ
て
乃
木
講
社
な
ど
の
対
立
団
体
の
結
成
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
時
に
産
別
化
が
実
現
さ
れ 

た
の
^

あ
り
、

そ
の
産
業
別
組
合
と
し
て
の

能
力
.
は
か
な
り
割
引
し
.
て
考
え
，ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も

そ
の
よ
う
な
情
勢
だ
っ
た
れ
ば 

こ
そ
、
当
時
>

産
業
別
体
制
の
確
立
が
急
務
と
考
え
ら
れ
、
組
合
運
動
の
活
路
を
企
業
内
結
集
と
い
う
方
向
よ
り
も
、
産
業
別
へ
の
拡
大
.
の
方
向 

に
も
と

め
た
と

)

え
る

従
っ
て
、
評
議
会
の
み
な
ら
ず
、
総
同
盟
を
も
ふ
く
め
て
、
大
正
末
以
降
み
ら
れ
た
産
別
化
の
方
向
は
.

、
多
く
の
場
合
、
労
働
市
場
に
対
応
し

て
、
'卜
か
ら
の
自
然
^

uiK

的

な

形
で
芽
生
え
た
も

の
と

い
う
よ
り
、
市
場
条
件
を
超
越
し
て
組
合
運
動
の
戦
略
上
の
観
点
.
か

ら

あ
る
い
は
社
会

?

)

変
革
を
志
向
す
る
社
会
運
動
的
な
要
請
か
ら
、
中
央
集
権
化
を
は
か
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
若
干 

の
例
外
を
除
く
と
、
市
場
条
件
の
熟
せ
ぬ
横
断
化
で
あ
っ
た
た
.
め
、
弾
圧
め
前
に
指
導
者
を
失
う

'と
脆
く
も
崩
壊
し
て
し
ま
う

例
が
多
か
っ
た
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

-

■

:#〈

. 

. 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
後
の
活
動
の
結
果
、
創
立
時
に
.

「

七
〇
余
工
場」

「

三
千
八
百」

入
の
組
織
と
称
し
た
関
東
金
厲
労
組
は
、

一
時
的 

な
が
ら
発
展
の
方
向
に
む
か
う
が
、
'

，翌

一

九
，

一
.
1

六
年
三
月
七
日
、
代
議
員」

二
七
名
の
出
席
の
も
と
に
芝
協
調
会
館
で
開
か
れ
た
大
会
に
お
い 

て
、
創
立
以
後
の
活
動
の
.足
跡
を
次
の
ご
と
く
報
告
し
て
い
る
。

..

. 

.

-
「…

…

三
太
組
合
が
我
国
に
於
て
最
初
の
金
属
労
働
者
の
合
同
を
実
現
し
セ
以
来
僅
々
六
ヶ
月
の
短
日
月
な
る
に
拘
ら
ず
工
場
分
会
数
は
一

一
ヶ
CD
新
設
を 

見
、
.組
合
員
数
は
約
二
割
三
分
を
増
加
し
たJ

。

:

.
そ
れ
と
共
に
、
こ
の
大
会
で
は
、
金
厲
産
業
全
国
大
会
開
催
の
ほ
か
に
、
.-

下
請
，
親
方
雇
用
制
度
撤
廃
、
臨
時

H

制
度
撤
廃
、
争
議
签
金
積
立 

f

可
決
さ
れ
て
い
：る
.
が
、

こ
れ
ら
の
要
求
か
ら
逆
'
に
：そ
の
土
：台
と
：な
っ
た
当
時
の
労
働
事
情
を
推
察
ず
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
一
一
六
年
に
入
る
と
、
合
31

化
が
次
第
に
強
化
.
さ
れ
.
だ
し
て
-1
'

:

た
が
、
特
に
大
エ
場
で
の
务
働
者
の
整
理
、
そ
れ
に
と
も
な
う
失
業
が
め
だ
. 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

七
--(

一
 

ブ
九)



っ
.

て
き
た
。
そ
れ
と
共
に
、
.
臨
時
エ
の
增
加
や
賃
金
体
系
の
変
更
に
よ
る
労
働
.
強
化
；も
当
然
表
面
化
し
、
労
働
組
合
の
要
求
事
項
と
し
て
も
、
石 

川
島
の
そ
れ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
：に
、
請
負
制
、
臨
時
エ
制
、.
1

ー
重
賃
金
制
度
等
の
撤
廃
、，：
あ
る
、い
は
最
賃
制
'の
要
求
が
抬
頭
し
て
き 

た
。
特
に
週
給
制
の
要
求
と
共
に
、'
半
日
給
半
請
負
給
制
、
.す
な
わ
ち
う
賃
金
モ
ー
重
制
度
1-
.

に
対
す
る
反
対
の
声
が
.

た
か
ま
っ
て
き
た
が
、
こ
れ 

は
基
本
給
を
低
く
お
さ
え
、
.出
来
高
給
な
ど
能
率
給
を
併
用
し
て
労
働
強
化
を
し
い
て
搾
取
率
を
た
か
め
る
こ
と
を
^

ら
い
と
し
た
も
の
で
、
 

「

労
働
者
の
生
活
を
保
証
せ
ざ
.
る
最
大
の
偽
臌J

と
し
て
、
.

労
働
組
合
が
ら
は
こ
ぞ
っ
て
非
難
の
声
を
あ
び
て
い
た
：も
の
で
あ
る
0

殊
に
造
船
業 

や
鉄
鋼
業
で
は
平
均
日
収
が
平
均
日
給
の
倍
近
く
に
な
る
と
：い
っ
た
、
保
障
給
に
対
す
る
能
率
給
部
分
の
増
加
が
め
だ
ち
、
極
端
な
労
働
強
化
の 

方
向
に
す
す
ん
で
い
た
..
0

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
反
映
し
て
、
；
こ
の
年
に
は
労
資
の
対
立
は
さ
ら
に
激
化
し
、.
.

争
議
.

に
し
て
も
件
数
•
参
加
人
員
共 

.
に
、

一
九
一
れ
、
ニ
〇
年
に
劣
ら
ぬ
昂
揚
を
一
不
し
て
い
る
。
評
議
会
傘
下
で
闘
わ
れ
た
共
同
印
刷
や
日
本
楽
器
の
大
争
議
が
こ
の
年
の
傾
向
を
端 

的
に
示
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、

こ
の
流
れ
の
中
で
七
月
お
よ
び
九
月
、
石
川
島
.
造
船
所
で
も
争
議
の
嵐
が
吹
き
ま
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
七
月
も
ニ
〇
日
を
過
ぎ
ん
と
す
る
頃
、
石
川
島
の
所
内
で
は
、
扶
助
料
の
切
り
下
げ
を
は
じ
め
と
し
て
、
従
業
員
、
組
合
に
対
す 

る
締
付
け
が
.
強
ま
り
、
"

職
工
間
に
不
満
が
欝
積
し
つ
つ
あ
っ
た
。
と
と
.
ろ
が
、

ニ
九
日
、
会
社
は
伊
達
廉
ー
分
会
幹
事
長
と
才
津
剛
一
の
ニ
名
を 

出
勤
率
が
恶
い
と
い
う
理
由
で
馘
首
し
た
。
組
合
で
は
松
尾
直
義
ら
の
活
動
で
、
た
だ
ち
に
本
部
で
執
行
委
員
会
を
開
き
、
解
雇
反
対
と
そ
.の
取 

消
し
を
決
議
し
、
あ
わ
せ
'

て
対
策
委
員4

1

を
'%

う
け
て
協
議
を
続
け
た
結
果
、.
八
月
一
日
に
は
早
く
も
闘
#

を
開
始
し
た
。

' 

つ
い
で
翌
二
日
、
越 

中
島
労
働
会
館
で
石
川
鳥
従
業
員
大
会
を
開
催
し
て
、
ニ
名
の
復
職
を
決
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
会
社
側
の
反
応
が
な
い
の
で
、
各
職
場
別
総 

会
を
続
け
る
う
ち
に
、.

次
第
.
に
こ
れ
ま
で
の
不
満
が
表
面
化
し
て
、
解
雇
反
対
の
み
で
な
く
、
(1
)

賃
金
増
額
、
(2
)

扶
助
料
の
改
正
、
⑶
衛
生
設
備 

の
完
備
、.
⑷
解
雇
取
消
し
等
の
要
求
に
ま
で
発
展
し
た
。
し
か
し
、
騒
然
た
る
所
内
の
空
気
.
に
、
会
社
侧
も
や
が
て
賃
上
げ
以
外
の一

部
を
譲
歩 

し
た
の
で
、

一
〇
日
に
い
た
り
、

一
旦
争
議
の
終
結
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

•

し
か
し
、
そ
の
後
も
争
議
の
余
燼
は
く
す
ぶ
り
、
特
に
先
の
争
議
の
時
に
未
解
決
€>
•

ま
ま
に
終
っ
た
工
場
協
議
会
問
題
に
つ
い
て
、
争
議
後
も

会
社
が
具
体
的
な
形
で
誠
意
を
示
さ
な
か
っ
た
の
で
、
自
動
車
部
中
心
に
再
び
不
満
が
表
面
化
し
て
き
た
。
そ
こ
で
九
月
一
一
日
、
自
動
車
部
で 

は
新
谷
久
三
郎
ら
が
中
心
に
な
っ
て
役
員
会
を
開
き
、
再
度
争
議
の
決
行
を
決
議
し
た
。

つ
い
で
各
工
場
に
こ
の
不
満
が
拡
ま
っ
て
ゆ
き
、

一
三 

日
に
は
全
工
場
、
ニ
千
数
百
名
の
職
工
を
ま
き
こ
ん
で
怠
業
状
態
に
入
っ
た
。
さ
ら
に
、
組
合
は
従
業
員
大
会
を
挙
行
し
、
工
場
協
議
会
問
題
の 

ほ
か
に
、
賃
上
げ
、
退
職
手
当
、
定
期
昇
給
問
題
、
罰
金
制
度
の
撤
廃
等
も
要
求
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
侧
も
た
だ
.ち
に
警
官 

を
多
数
^

内
に
導
入
し
て
活
動
家
を
検
束
し
た
り
、

さ
ら
に
は
切
崩
し
工
作

(

強
硬
分
子
の
無
期
出
勤
停
止
や
神
野
派
職
工
を
役
付
職
工
に
す
る
な
ど)
 

や
自
動
車
部
の
ロ
ッ
ク
ア
ゥ
ト

(

一
六
日)

と
追
い
う
ち
を
か
け
た
の
で
、

' 

争
議
団
も
動
揺
し
■

内
部
分
解
の
危
機
に
'

み
ま
わ
れ
て
.ついに一 

八
日
、
組
合
の
敗
北
の
形
で
争
議
を
終
結
す
る
に
い
た
っ
た
。
 

.

こ
.

の
争
議
で
•

は
、
す
で
に
組
合
員
も
減
少
し
て
い
た
石
川
島
分
会
の
指
導
で
全
職
工
を
争
議
に
ま
き
こ
ん
だ
の
が
注
目
さ
れ
た
が
、
八
月
の
争 

議
を
終
結
し
て
か
ら
ま
も
な
く
、
し
か
も
関
東
金
属
労
組
ホ
！|

と
の

連
絡
も
な
し
に
^

計
画
的
に
実
行
さ
れ
た
上
に
、
会
社
や
官
憲
の
圧
迫
も
一 

段
と
露
骨
に
な
っ
た
の
で
、
罰
金
制
度
の
撤
廃
の
ほ
か
は
要
求
を
い
れ
ら
れ
ず
、
惨
敗
の
う
き
め
を
み
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

そ
れ
以
上
に
石
川
鳥
分
会
は
す
で
に
全
職
工
に
影
響
力
を
も
：ち
え
な
く
な
：っ
て
い
た
し
、
こ
の
よ
う
な
組
織
の
弱
体
が
争
議
を
意
の
ま
ま
に
遂
行 

し
え
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
内
部
事
情
も
看
過
し
え
な
い
.0

こ
の
よ
う
な
.
後
退
の
兆
に
加
,̂

て

こ

の
■
争
議
で
ま
た
も
四
三
名
と
I

う
大
量
の 

解
雇
者
を
だ
し
、

し
か
も
こ
の
争
議
を
機
に
若
年
活
動
家
の
戦
闘
性
に
危
惧
を
感
じ
だ
し
た
西
山
仁
三
郎(

京
橋
支
部
長)

、
大
久
保
秀
次
等
.の
古 

い
幹
部
層
が
関
東
金
厲
労
組
を
は
な
れ
て
神
野
信
一
の
方
向
に
接
近
し
て
ゆ
く
に
い
た
る
の
で
あ
り
、

石
川
島
分
会
の
前
途
は
一
層
け
わ
し
い
も 

の
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
争
議
.

の
直
後
、
こ
の
機
を
ま
っ
て
い
た
か
の
：ご
と
く
、
.自
彊
労
働
組
合
が
旗
上
げ
し
た
こ
と
は
石
川
鳥
分
会 

の
後
退
を
否
応
な
し
に
印
象
づ
け
.
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

,

と
：の
よ
う
に
、
関
東
金
属
労
組
石
川
島
分
会
が
左
翼
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
い
た
反
面
、
そ
の
背
後
で
は
会
社
側
の
労
務
対
策
も
進
行
し
て
い 

た
。
.
そ
れ
も
、
団
体
協
約
や
対
等
め
工
場
委
員
会
を
導
入
し
た
り
し
て
譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，で
は
な
く
、
..一
 

九
ニ
六
年
の
争
議
の
直
後
、
従 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

七

三

(

ニ
〇
一)



- 

• 

, 

- 

七

四

(

一
一
〇11

)
-

 

来m

養
団
体
と
称
し
て
い
.

た
乃
木
講
社
を
母
胎
に
自
彊
労
働
組
合
を
結
成
さ
せ
、
同
時
に
上
か
ら
の
工
場
協
議
会
の
設
置
に
よ
っ
て
石
川
島
分
会 

に
対
峙
す
る
方
法
を
.
と
っ
て
い
っ
.
.た
の
：で
あ
る
。

.

ソ
自
彊
労
働
組
合
に
つ
.

い
て
は
次
章
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、

母
胎
と
な
っ
た
乃
木
講
社
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
み
る
と
、
そ
の
結
成
は
一
，
 

九
ニ
四
年
に
さ
が
の
ぼ
へ
>̂
1

。
大
震
災
後
、
造
機
部
.

の
.

頭

目
•

神
野
信
一
は
傘
下
の
職
工
を
集
め
、
修
養
団
体
の
結
成
を
は

か

る

が
、
部
下
の
石
島

、3

ノ

和
匕
か
ら
乃
木
講
.
の
内
容
.
を
紹
介
さ
れ
て
、
趣
旨
に
共
鳴
し
、.
早
速
講
元
よ
り
職
工
住
宅
を
中
.
心
に
し
た
富
川
町
講
社
設
立
の
許
可
を
え
た
。
当

、
4)

初
汶
ニ
五
、
六
名
の
も
の
が
神
野
の
家
に
集
ま
る
程
度
.
で
あ
っ
.
.た
が
、
会
社
の
後
援
で
急
速
に
所
内
職
工
に
ひ
ろ
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
組
織
で 

注
目
す
.
ベ
.
き
こ
と
：は
、
.

村
田
想
麿
、.
甶
尻
藤
吉
、.

の
ち
に
は
松
村
菊
勇

(

当
時
は
海
軍
教
育
局
長
で
、
石
州
島
の
顧
問)

.
と
い
っ
た
会
社
の
幹
部
層
が 

積
極
的
に
応
援
し
た
こ
と
で
あ
り
、.
ま
た
世
話
人
の
多
.く
が
組
長
や
伍
長
と
い
っ
た
役
付
職
工
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
も
乃
木
講 

社
の
性
格
や
こ
れ
に
対
す
る
会
社
の
意
図
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。

： 

•，

'

乃
木
講
の
.
指
導
理
念
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「

乃
木
汰
将
夫
妻
を
崇
敬
し
、
.

わ
が
国
の
建
国
精
神
を
自
覚
し
て
、

精
神
修
養
に
つ
と
め
る
こ
と」 

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
理
念
に
も
と
づ
，い
て
石
川
島
の
富
川
町
講
社
で
は
月
一
.
.回
例
会
や
講
演
会
を
開
い
て
、

「

日
本
の
国
体
観
念
の
認
識
、
人
格 

修
養
、

ー
般
常
識
の
涵
養
、
産
業
人
，の
心
が
ま
ノ
1

^」

を
教
授
し
た
。
講
師
と
し
で
は
荒
木
貞
夫
、
安
岡
正
篤
、
海
軍
中
将
小
笠
原
長
生
、
元
東
京 

市
長
牛
塚
虎
太
郎
等
が
招
か
れ
、
例
会
で
は
拝
礼
、
教
育
勅
語
の
.

奉
読
、
乃
木
将
軍
を
讃
え
る
歌
を
も
り
こ
む
の
を
つ
ね
と
し
た
。
神
野
に
よ
れ 

ば

「

此
の
乃
木
講
を
段
々
や
，っ
，て
見
る
と
常
に
明
治
天
皇
が
我
等
の
中
心
，を
な
し
た
ま
ふ
た
と
.

の
感
激
.
を
覚
え
る
の
で
あ
る」

と
い
ぅ
こ
と
で
あ 

り
、

こ
の
団
体
'
は
労
働
者
を
主
体
に
は
し
て
い
た
も
の
の
、
通
例
考
え
ら
れ
る
労
働
団
体
と
は
お
よ
そ
性
格
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知 

れ
る
.
。
そ
れ
故
に
こ
そ
'.
','

会
社
は
、
_

じ
頃
設
立
さ
れ
た
石
川
島
軍
人
分
会
と
同
様
に
、
積
極
的
に
こ
れ
を
後
援
し
、
労
資
協
調
、
従
業
員
統
轄 

■策
と
し
て
利
用
し
た
の
：で
あ(

M

。

こ
れ
は
や
が
て
昭
和
も
す
す
む
に
つ
れ
、
全
職
工
を
網
羅
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
会
社
の
意
図
は
.十
分
に
達 

成
さ
れ
る
こ
.
，と
に
な
-
る
と
ぃ
.
っ
.
て
-

ょ
ぃ
で
ぁ
ろ
ぅ
。

,,,
 

:

(

1

)
「

総
連
合
運
動
と
産
業
別
合
同」

『

労
働
新
聞』

一
号

(

一
九
二
五
年
六
月)

、

一
頁
。
 

，
，

.

(

2

)
「

関
東
金
属
労
働
組
合
の
創
立」

『

労
働
新
聞』

七

号

(

一
九
二
五
年
九
月r

 

ニ
頁
。

'

(

3

)
(

4

)

前

掲「

石
川
島
造
船
所
工
場
分
会
資
料」

、：
ニ
ニ
.

〜

ニ
三
頁
。

_ 

.

.

(

5

)
「

石
川
島
全
員
組
織
へ」

『

労
働
新
聞』

，
一.
ニ
号
：(

•一
九
二
五
年 

一
二
月)

、
ニ
頁
。

,(

6

>

前
掲
：：

「

関
束
金
属
労
働
組
合
の
創
立」

、1
1

頁
。
 

■ 

:

 

:
 :

■

(

7

)

.

大
正
後
半
の
.
社
会
変
革
を
志
向
し
た
産
業
別
組
合
に
つ
い
て
は
、
兵
藤
釗
前
掲
論
文
を
参
照
。

(

8

)
「

産
業
別
整
理
後
の
関
東
金
厲
大
会」

『

労
働
新
聞』

一
九
号(

一
九
二
六
年
三
月)

、
四
頁
。

(

9

)

一
九
二
四
年
度
総
同
盟
全
国
大
会「

決
議
文」

、
村
山
重
忠
前
掲
.『

日
本
労
働
争
議
史』

、
七
六
頁
。

(

10)

黑
川
俊
雄『

R

本
の
低
賃
金
構
造』

，(

一
九
六
四
年
、，
大
月
書
店)

、
九
四
頁
。

(

11)

前

掲「

汩
川
島
造
船
所
工
場
分
会
資
料」

、
■

一
 

頁
。

12)

.

前
掲
書

(

一
二
直)

に
よ
れ
ば
、

乃
木
_

社
は
一
九
一
六
年
頃
す
で
に
石
川
島
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
個
人
的
な
参
加
で
あ 

り
、
.
労
務
対
策
の1

,

環
と
し
て
会
社
の
.

援
助
で
組
織
化
さ
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

.

13)
『

右
川
島
蜇
ェ
業
株
式
会
社
ー
〇
八
年
史』

、
三
七
三
頁
。

.
1

U

)

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、

一
一
九
頁
。
 

- 

(

15)

16)
『

石
川
島
21

ェ
業
株
式
会
社
ー
〇
八
年
家』

、
三
七
四
頁
。

‘

(

17)

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、

一」

四
頁
。
 

.

.

(

18)
『

ェ
労』

一
巻
二
号
所
収
の「

乃
木
講
社
を
葬
れ」

と
い
う
主
張
で
は
組
合
側
の
乃
木
講
社
へ
の
批
判
が
う
か
が
え
る
。

1

 

-

、f
九
一
一
六
年
も
後
半
に
す
す
む
に
つ
れ
て
'

軽
工
業
中
心
に
操
業
短
縮
、
工
場
閉
鎖
の
増
加
が
み
ら
れ
、
労
働
者
数

Q

減
少
や
失
業
の
増
大
も 

め
だ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
労
資
の
対
立
も一

層
激
化
し
、
前
述
の
ご
と
く
石
川
島
造
船
所
で
も
二
度
に
わ
た
っ
て
争
議
に
み
ま
わ
れ
た
ほ 

ど
で
あ
る
。.

一
方
で
職
工
の
戦
闘
化
、
：他
方
で
乃
木
講
社
に
よ
る
職
工
の
骨
抜
き
が
す
す
め
ら
れ
る
中
で
行
わ
れ
た
こ
の
争
議
は
、
先
に
述
べ
た 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

，
 

七

五

(

ニ
〇
三)



b 1

r

 

七

六

(

ニ
〇
四)

.

.

ご
と
く
、
労
資
一
体
派
に
会
社
組
合
結
成
の
契
機
を
与
え
る
こ
と
に
.

な
づ
た
。
自
彊
労
働
組
合
が
創
立
さ
れ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て 

で
あ
っ
た
。

.

.

.

. 

.

.
ど
:

'

.

1

九
一
一
六
年
一
〇
月
九
日
、
li
}

'

彊
労
働
組
合
は
深
川
仏
教
会
館
で
盛
大
に
発
会
式
を
挙
行
し
た
。
.
乃
木
講
社
創
立
以
来
の
会
社
の
支
援
も
あ 

り
、
主
力
を
な
し
た
造
機
部
の
職
工
に
、
関
東
金
属
労
組
石
川
鳥
分
会
を
離
脱
し
た
造
船
部
の
西
山
仁
三
郎
等
も
加
わ
っ
た
の
で
、
石
川
島
分
会 

に
劣
ら
ぬ
ほ
ど
の
組
合
負
の
参
加
を
え
る
こ
.
と
に
な
り
、
組
合
長
に
神
野
信
ー

(

頭
目)

、

副
組
合
長
に
は
赤
木
助
造
.(

組
長)

を
選
任
し
た
。
組 

合
の
名
称
は
乃
木
講
社
の
顧
問
で
あ
る
村
田
想
麿
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
組
合
員
は
乃
木
講
で
教
育
を
う
け
た
も
の
を
も
っ
て
構
成
さ
れ 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

-

こ
の
発
会
式
で
君
が
.
代
を
斉
唱
し
、
万
才
三
唱
を
と
な
え
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
彊
組
合
は
日
本
の
国
情•

国
体
に
適
合
し
た
組 

合
を
目
標
と
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
当
時
な
お
余
力
を
残
し
て
い
た
石
川
島
分
会
を
圧
倒
す
る
必
要
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
っ(

が)

。
当
初
か
ら
取 

締
役
松
村
菊
勇
を
代
表
と
す
る
会
社
側
の
援
助
を
う
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
労
働
運
動
を
推
進
す
る
と
い
う
よ
り
、
労
働 

運
動
の
撲
滅
、
人
格
運
動
の
推
進
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
上
杉
慎
吉
等
を
も
顧
問
に
加
え
て
、
極
端
な
日
本
主
義
に
傾
斜
し
て
ゆ 

く
の
も
、
出
発
時
の
姿
勢
か
ら
し
て
す
で
に
推
測
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
彊
組
合
の
精
神
生
義
的
人
格
運
動
に
つ
い
て
、
神
野
は
次
の
ご
と 

く
述
べ
て
い
る
。

• 

-

「
…
…

日
本
の
国
体
を
基
と
し
、
日
本
の
国
体
に
立
脚
し
た
団
体
、
即
ち
、
我
：̂
は
先
づ
日
本
主
義
に
蕋
く
精
神
鍛
練
の
団
体
を
結
成
し
て
修
養
を
積
み
、
然 

る
後(

精
神
の
出
来
た
も
の
が
、
其
の
団
体
の
力
を
以
て
社
会
運
動
を
や
る
。
即
ち
社
会
に
询
っ
て
よ
い
事
を
す
る
団
体
、
こ
れ
を
作
ら
う
で
は
な
い
か
と
い 

ふ
と
こ
ろ
か
ら
自
彊
組
合
と
云
ふ
も
の
を
作
っ
た
の
で
あ
る」

。

因
に
神
野
の
略
歴
を
た
ど
れ
®
、

一
 

八

八

九

(

明
治
ニ
ニ)

年
一
月
、
愛
媛
県
の
農
家
に
生
れ
、
小
学
校
卒
業
後
、
木
綿
会
社
給
仕
を
ふ
り
だ 

し
に
、

呉
海
軍
工
廠
、

川
崎
造
船
所
、

佐
世
保
海
軍
工
廠
と
移
動
し
た
の
ち
、
.

一
九
一
八
年
五
月
、
.
石
川
島
造
船
所
に
仕
上
工
と
し
て
入
社
し

>

€

6

!
 

■ 

.

た
。
当
初
、
前
述
の
啓
成
会
を
組
織
す
る
が
.
、

一
九
二
〇
年
、
欧
州
に
旅
す
る
機
会
を
え
て
か
ら
社
会
主
義
的
思
想
を
は
な
れ
、
帰
国
後
は
反
造

(

3)

機
船
エ
労
組
合
の
立
場
に
た
づ
に
い
た
り
、
さ
ら
に
乃
木
講
社
、
自
彊
労
働
組
合
の
推
進
者
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

彼
の
労
働
者
観
あ
る
い
は
労
働
組
合
観
と
い
う
も
の
は
、.「

己
れ
の
指
導
者
の
た
め
に
、
己
れ
の
親
分
の
た
め
に
は
、

火
の
中
、

水
の
中
に
も 

• 

(

4)

.

飛
び
込
：ん
で
.

や
ら
う」

と

い

う「

義
侠
の
精
神」

や

「

親
分
子
分
論」

こ
そ
職
工
の
長
所
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

従
っ 

て
、
近
代
的
労
働
運
動
観
と
は
お
よ
そ
相
い
れ
ぬ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
彼
の
場
合
;

こ

の「

義
俠
心」

や

「

親
分
子
分
の
精
神」

を

「
乃
木 

大
将
御
夫
_

の
精
神」

.
と
同
一
視
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
思
想
を
抱
い
た
職
長
層
、
会
社
の
幹
部
、
軍
関
係
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
自
彊
組
合
は
，
当
初
造
機
部
中
心
に
千
余
名
を
加
入 

さ
せ
.

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
第
に
関
東
金
属
労
組
の
分
会
を
駆
逐
-L

、
全
職
工
を
擁
す
る
に
い
た
.

る
。

こ
れ
に
対
し
、

一
九
二
六
年
の
争
議 

に
敗
北
し
た
後
の
石
川
鳥
分
会
は
、
.

以
上
の
ご
と
く
自
彊
組
合
の
発
展
に
よ
っ
て
足
許
を
侵
蝕
さ
れ
て
ゆ
き
、
意
識
の
す
す
ん
だ
若
年
幹
部
中
心 

の
少
数
精
鋭
主
義
的
な
方
向
.
に
す
す
ん
で
い
っ
，た
。
.

し
か
し
、
関
東
金
属
労
組
自
体
は
評
議
会
の
.産
別
化
方
針
に
そ

っ
て
、
芝
浦
労
働
組
合
の
一 

部

(

芝
浦
製
作
所
鶴
見
エ
場
の
職
土)

や
横
浜
合
同
労
働
組
合
の
金
属
部
門
が
独
立
し
.
た
横
浜
金
属
労
働
組
合
と
の
合
同
も
実
現
し
て
、

組
織
的
に 

は
拡
大
の
方
向
に
す
す
ん
で
は
い
た
。
 

■

.

と
こ
ろ
で
、

一.
九
ニ
七
年
か
ら
一
九
ニ
九
年
に
か
け
て
は
、:.
金
融
恐
慌
の
開
始
と
共
に
、
事
業
の
操
短
'

休
止
、
閉
鎖
が
あ
.

い
つ
ぎ
、
.合
理
化 

攻
勢
が
急
速
度
に
す
す
め
ら
れ
て
ゆ
く
時
期
で
あ
る
。
特
に
造
船
業
で
は
木
況
が
厳
し
か
0

た
が
、

こ
れ
ま
で
解
雇
者
を
だ
さ
ず
に
き
た
川
崎
造 

船
所
さ
え
.も
、

一
九
二
七
年
に
は
倒
壊
状
態
に
陥
り
、
大
量
解
雇
を
断
行
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
た
。

.
こ
の

よ

う

な

#
#

の
下
で
、

ス

ト、
ラ

ィ
キ
撲
滅
、

労
資
協
.
.調
を
主
張
す
る
自
彊
組
合
と
対
立
し
つ
つ
、

関
東
金
属
労
組
石
川
鳥
分
会
は
次
第 

に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
も
、
.

評
議
会
の
方
針
に
そ
っ
r

T

場
代
表
者
会
議
の
要
求
や
合
理
化
反
対
闘
争
を
お
し
す
す
め
.
て
い
た
。

こ
の 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

七

七

(

ニ
〇
五)



七

八
s

o

六)
頃
の
組
合
の
要
求
事
項
と
し
.
て
.

は
、

.

不
況
を
反
映
し
.て
賃
金
増
額
要
求
が
特
に
多
.か
っ
.た
も
の
の 
> 

賃
金
体
系
改
訂
反
対
や
臨
時
雇
用
制
度
お
よ 

び
ニ
蜇
賃
金
制
度
の
撤
廃
耍
求
も
大
き
な
争
点
に
な
っ
て
き
た
。.
例
え
ば
，

一
九
ニ
七
年
五
月
、
石
川
鳥
や
芝
浦
製
作
所
等
の
発
起
で
開
か
れ
た 

東
京
全
市
の
金
厲
工
場
代
表
者
会
議
で
も
"

こ
の
課
題
が
.
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、.

石
川
鳥
や
芝
浦
で
の
臨
時
.
ェ
問
題
も
報
告
、
•討
議
さ
れ
て
い
る
。

'
•や
が
て
、
j

九
ニ
七
年
％
お
し
.

つ
ま
る
頃
、
石
川
島
は
臨
時
ェ
三
百
名
を
解
雇
し
よ
ぅ
と
し
だ
が
、
関
東
金
属
労
組
の
反
対
に
あ

っ
て
一
旦
は 

み
あ
わ
せ
た
。
し
が
し
、

一
一
一
月
一
一
四
日
、
百
名
の
解
雇
を
断
行
し
た
。

つ
い
で
翌
ー
九
二
八
年
一
月
五
日
、'
会
社
は
石
川
島
分
会
の
.活
動
家
五 

名
を
解
麗
し
た
。
組
合
は
、
.

こ
の
解
雇
を
大
量
解
肩
の
前
ぶ
れ
と
判
断
し
、

自
動
車
、

鋳
物
工
場
を
中
心
に
解
雇
反
対
は
じ
め
、

臨
時
ェ
の
本
：
 

雇
化
、.

罰
金
制
度
お
よ
び
親
方
請
負
制
度
の
廃
止
等
の
要
求
を
掲
げ
て
活
動
を
開
始
.

し
た
。
し
か
し
い
す
で
に
石
川
島
分
会
に
は
昔
日
の
勢
威
な 

く
、
会
社
と

1

体
に
な
っ
■て
す
す
む
自
彊
組
合
の
発
展
.
に
足
許
を
大
き
べ
食
い
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
反
対
運
動
の
の
ろ
し
は
あ
げ
た
も 

€>
'

の
、

ス
ト
ラ
ィ
キ
に
も
突
入
で
き
ず
、
©

彊
組
合
と
い
た
ず
ら
に
暴
カ
的
に
対
立
し
あ
い
、
会
社
の
譲
歩
を
え
る
に
.

い
.

た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
間
に
、
石
川
岛
分
会
#

務
所
が
自
彊
組
合
侧
の
自
衛
囲
に
'

よ
っ
て
襲
撃
破
壊
さ
れ
た
り
、

つ
い
で
い
わ
ゆ
る「

三
.

一
五」

「

四

•
一
 

六」 

と
い
わ
れ
る
共
產
党
系
活
動
家
の
検
挙
に
よ
っ
て
、.
分
会
は
解
体
し「

悉
く
地
下
に
追
一
い
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た」

。

こ
の
よ
ぅ
に
し
て
、

合
理 

化
攻
勢
と
官
憲
の
弾
庄
が
進
行
す
る
中
で
、
.

一
九
一
一
一
年
以
来
、
右
川
島
造
船
所
に
根
づ
い
た
進
歩
的
^
働
組
合
は
つ
い
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な 

.

っ
た
が
、
そ
れ
と
対
照
的
に
会
社
組
合
と
し
.
て
の
自
彊
組
合
は
所
内
全
職
ェ
を
.

下
に
お
さ
め
、
発
展
の
一
途
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
：よ
ぅ
に
、
会
社
側
が
石
川
鳥
分
会
に
対
し
、
譲
歩
的
姿
勢
を
と
ら
ず
、
会
社
組
合
を
対
立
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
の
は
、
す
で
に
分
会 

■

の
弱
体
化
を
見
通
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
以
後
も
自
彊
組
合
を
育
成
す
る
か
た
わ
ら
、
社
内
の
労
務
管
理
機
構
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
合
理
化
に
対
す
る
労
働
者
の
抵
抗
を
回
避
し
て
い
ら
.
た
。
具
体
的
に
は
、
工
場
協
議
会
に
つ
い
で
、

職
場
懇
談
会
の
設
置
，(

一
九
二
七
年)

、
 

就
業
規
則
の
制
宠

(
一

九

ニ

さ

ら

に

見
.
習
ェ
教
育
制
度
の
実
施

a

九
ニ
八
.
年)

が
そ
れ
で
あ
る
が
、.
こ
れ
ら
を
通
じ
て
所
内
全
職
工
の
掌 

握
を
実
現
し
、
.

ま
す
ま
す
膠
#

る
不
況
の
中
で
工
場
縮
小
や
職
工
の
解
雇
も
ス
ム
ー
ズ
に
遂
行
し
う
る
条
件
を
形
成
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

長
び
く
不
況
の
波
に
、
造
船
業
は
殊
更
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
，て
ゆ
く
が
、

一
九
三
〇

(

昭
和
五)

年
四
月
に
調
印
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
海
軍

軍
縮
条
約
は
■一
 

層
不
況
を
深
刻
■

な
も
の
に
し
た
。
.1

九

三

I

年
に
は
、
造
船
会
社
数
•

工
場
数
共
’に
造
船
業
の
最
盛
期
一
九
一
八
年
に
比
べ
て
約

(

o)

三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
た
し
:'

こ
の
前
後
の
使
用
資
本
金
の
減
少
率
に
し
て
も
他
の
製
造
工
業
に
比
べ
て
殊
に
極
端
な
減
少
を
示
し
て
い
た
。

石
川
鳥
で
も
、

一
九
ニ
，セ
年
か
ら
一一.一
一
年
に
か
け
て
、
使
用
総
資
本
は
一
五
五
〇
万
円
か
ら
ー
一
八
〇
万
円
に
、
手
.持
工
事
量
も
四
〇
〇
万
円

か
ら
一
四
〇
万
円
へ
と
急
減
少
し
て
.
い
た
。
そ
の
結
果
、.

1

九
ニ
九
年
下
半
期
に
株
式
も
無
配
に
転
じ
、

一
九
三一

年
に
は
株
価
は
額
面
五
〇
円

に
対
し
、
四
円
ニ
〇
銭
と
い
う
低
迷
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
賃
金
に
し
て
も
、
戦
後
と
は
反
対
に
、
戦
前
に
は
一
般
に
造
船
業
は
他

産
業
に
比
べ
て
良
好
で
あ
っ
た
が
、
.

こ
の
頃
か
ら
下
落
し
だ
-1
.

て
い
た
。
特
に
右
川
島
の
場
合
、
平
均
収
は
他
の
造
船
工
場
な
み
で
も
、
平
均

、
,1)

日
給
は
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
過
度
労
働
を
し
い
ら
れ
る
形
と
：な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
造
船
界
の
不
況
.

に
対
し
、
当
時
、
合
理
化
政
策
推
進
め
た
め
に
設
立
さ
れ
た「

臨
時
產
業
赛
議
会」

の
諮
問
に
よ
り
、
各
造
船
会

.

社
の
整
理
•

合
同
が
課
題
に
な
り
だ
し
て
い
た
。
石
川
島
は
、

' 

地
域
的
に
近
接
し
て
い
る
浦
賀
船
渠
、
お
よ
び
横
浜
船
渠
会
社
と
合
同
計
画
を
協

議
す
る
が
、

「

3

社
の
债
務
の
処
理
法
に
つ
い
て
行
き
詰」

' 

り
、

「

互
に
合
同
の
.趣
旨
に
賛
意
を
表
明
し
つ
つ
も
実
際
問
題
と
し
て
は
利
害
錯
綜

し
、

つ
い
に
計
画
は
実
現
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た」

。
か

く

し

て「

ひ
と
り
当
社
だ
け
で
な
く
、

造
船
業
界
は
こ
の
期
間
つ
い
に
不
振
か
ら
立

(

3

)

ち
直
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た」

の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
人
員
整
理
問
題
が
否
応
な
し
に
各
工
場
で
と
り
あ
げ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
、
解
雇
が
あ
い
つ
ぎ
、

一
九
二
九
年
か
ら
三
一 

年
に
か
け
て
の
：職
エ
数
の
減
少
率
は
各
産
業
0:
:中
で
造
船
業
が
最
も
大
き
な
も
の
と
な
.

っ
た
。
石
川
，島
で
は
、
自
彊
組
合
の
成
立
後
締
結
さ
れ
て 

c-
>
た
団
体
協
約
に
よ
っ
て
解
雇
の
際
に
は
自
顰
の
同
意
が
必
耍
で
あ
っ
た
た
め
、

一
九
三
〇
年
一
一
一
茂
千
名
の
解
區
案
を
も
と
に
自
彊
の
承
認 

を
え
て
、
ま
ず
五
五
0

余
名
の
職
エ
を
解
屜
し
た
.-
°「

'解
雇
に
当
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
新
規
工
事
の
な
い
造
船
部
が
縮
小
さ
れ
、停
年
に
近
い
老
齢
者 

や
独
身
者」

が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
不
況
の
激
し
さ
，に
熟
練
工
さ
え
解
雇
の
う
き
め
に
あ
づ
，た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
た
.
め
に
、

一
九 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

七
九
へ
一
ー
0

七)



八
〇

(

ニ
〇
八)

ニ
七
年
に
ニ
，一，一一
 

六
.

八
名
を
数
え
た
職
工
も
、
す
で
に
ー
九
三
0

年
に
は 

一
A
一
 

三
名
.に
減
少
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
^

態
に
対
し
、
神
野
は
、「

全
職
工
ば
よ
く
会
社
の
現
状
を
理
解
し
て
、
不
平
を
ロ
に
せ
ず
、

そ
れ
ば
か
り
か
、

解
雇
の
通
達
を
受
け
る

や
各
々
.

エ
湯
に
入
り
、
自
己
所
爾
の
機
関
に
油
を
注
ぎ
、
手
入
を
行
ひ
、
尚
各
種
材
料
を
整
頓
し
、
.

：
：
•

整
理
し
て
去
っ
て
行
く
。
或
る
工
場
で

(

18)

は
、

…
…

記
念
撮
影
を
し
て
、
整
然
と
会
社
に
別
れ
を
告
げ
た」

と
記
し
て
い
る
が
、
自
彊
組
合
と
し
て
も
、
.解
雇
を
前
に
し
て
手
を
こ
ま
ね
い

て
ば
か
り
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
不
況
と
大
量
解
雇
に
直
面
し
て
、
多
く
の
組
合
が
闘
争
に
た
ち
上
っ
て
い
る

時
に
、
自
腫
組
合
が
会
社
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
伝
達
.

.

実
施
す
る
会
社
組
合
で
終
始
し
な
が
ら
、
関
東
金
属
労
組
に
か
わ
っ
て
職
工
を
掌
握
し
え

た
こ
と

に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、

一
般
職
工
が
つ
い
て
ゆ
け
ぬ
こ
れ
ま
で
の
組
合
の
戦
闘
性
、

戦
前
の
左
翼
組
合
,(

運
動)

の
根
の
弱
さ
、

ま
た
そ
れ
に
加
え
ら
れ
た

弾
田
な
ど
の
ほ
か
に
、
身
分
的
な
職
階
制
を
は
じ
め
と
す
る
’あ
ら
ゆ
る

機

閨
•

機
構
を
通
じ
て
育
成
さ
れ
た
労
資
の
温
情
‘

協
調
主
義
の
確
立
、

さ
ら
に
会
社
の
援
助
に
よ
る
自
疆
組
合
の
共
済
•
福
利
活
動
の
充
実
等
が
そ
の
理
由
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

都
下
で
最

良

と

い
わ
れ
た

回
麗
#

買
組
合
の
成
功
、
共
済
組
合
を
つ
い
だ
職
工
扶
助
規
則
や
健
康
保
険
組
合
と
、
そ
れ
で
ヵ
バ
ー
さ
れ
ぬ
家
族
の
保
護
を
目
的
と
し
た
家
族

(

19)

診

療

所

(

の
ち
に
健
康
保
険
組
合
病
院)

、
被
解
雇
者
の
就
職
斡
旋
や
住
宅
問
題
解
決
の
た
め
の
工
事
部
の
活
動
、

あ
る
い
は
団
体
協
約
に
よ
る
自 

彊
傘
下
の
職
工
の
保
護
等
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
所
内
に
存
し
た
進
歩
的
組
合
が
成
就
し
え
な
か
っ
た
活
動
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
、
福 

利
的
活
動
を
中
心
に
し
た
自
彊
の
方
針
は
、
未
だ
労
働
運
動
の
経
験
に
乏
し
い
一
般
職
工
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推 

察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
職
工
へ
の
施
策
も
あ
く
ま
で
会
社
中
心
に
考
量
さ
れ
る
の
で
、
組
合
員
の
大
量
解
雇
と
い
う 

事
態
に
直
面
し
て
も
、
自
彊
組
合
は
争
議
撲
滅
方
針
の
も
と
に
、
そ
れ
に
協
力
的
態
度
を
と
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
を
機 

に
、
自
彊
組
合
は
さ
ら
に
f̂
M

化
し
て
ま
す
ま
す
労
働
組
合
と
し
：て
の
性
格
を
失
い
、
.

右
1-

め
思
想
団
体
の
様
相
を
呈
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
よ
り
先
、
.一
九
ニ
五
年
五
月
に
エ
愛
会

(

浦
賀
船
渠)

と
エ
信
会

(

横
浜
船
渠)

に
よ
っ
て
.「
武
相
労
働
連
盟
.

」

が
結
成
さ
れ
て
い
た
が
、

自
彊
組
合
も
一
九
二
九
年
五
月
に
加
盟
し
、
同
一
業
種
の
組
合
と
も

接
触
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
た
。
こ

の

連
盟
は
、
創
立
時
の
ニ
組
合
四
千
人

に
対
し
、
翌
一
九
兰
0

年
、

「

R

本
造
船
労
働
連
盟」

と
改
称
す
る
頃
に
は
三
組
合
約
七
千
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
と
い
わ
れ

る
が
、
機
能
的
，に

は「

連
絡
f

e

j

的
な
性
格
を
で
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
五
回
I

L

O

総
会
の
労
働
代
表
顧
問
の
選
任
に
あ

,

21)

た
っ
て
、
ェ
信
会
推
薦
の
横
尾
吉
太
郎
が
自
彊
組
合
の
推
す
神
野
と
対
立
す
る
に
及
ん
で
、

一
九
三
〇
年
三
丹
、
ェ
信
会
が
脱
退
す
る
が
、
そ
れ

に
か
わ
っ
て
、.
や
が
て
日
本
建
鉄
の
日
本
勇
信
労
働
組
合
が
加
盟
す
.

る
頃
に
は
、
組
合
員
数
も
：一
万
三
、
四
千
人
に
増
加
し
、
共
同
で
共
済
的
活

動
も
考
慮
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
同
時
に
、
.

そ
の
頃
に
は
自
彊
組
合
中
心
に
.
軍
国
主
義
ft

へ
の
協
力
も
露
呈
し
、

「

大
右
翼」
結

成
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
。
従
.

っ
て
、
以
後
の
自
，彊
組
合
の
活
動
は
、
金
属
ェ
失
業
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
の
老
朽
船

.
解
体
運
動
な
ど
を
除
け
ば
、
す
で
に
労
働
組
合
ど
し
て
の
活
動
の
粋
を
は
み
だ
す
も
の
で
あ
り
、
組
合
運
動
の
跡
を
た
ど
る
上
に
は
詳
し
く
記
す

必
要
も
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

.

そ
の
後
の
足
跡
を
簡
単
に
た
ど
れ
ば
、

一
九
三
ニ 

(

昭
和
七)

.

年
ニ
ー
月
、
自
彊
組
合
の
提
案
で
造
船
連
盟
が
主
体
と
な
っ
て「

国
防
献
金
労 

働
協
議
会」

を
結
成
す
る
が
、
こ
の
活
動
が
終
了
す
る
と
、

一
九
三
三
年
六
月
、
こ
の
運
動
：に
加
わ
っ
た
団
体
の
う
ち
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合 

を
除
く
一 

〇
囲
体
は
発
展
的
に「

日
本
産
業
労
働
倶
楽
部」

.

を
結
成
し
た
。
こ
こ
に
、
造
船
連
盟
は
そ
の「

統
一
上
、
個
々
の
団
体
間
に
連
合
体 

存
置
の
必
要
1

U2
2

)」

と
'
い
.

う
立
場
か
ら
、'

一
九
三
四
年
一
〇
月
、
自
ら
を
觫
散
し
、
各
々
単
独
で
産
労
俱
楽
部
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ 

の
'

後
、
.

商
彊
組
合
は
ー
九
三
六
年
四
月
の「

愛
国
労
働
組
合
全
国
懇
談
会」

の
成
立
に
あ
た
っ
て
も
、
東
電
愛
国
同
盟
や
組
合
総
連
合
等
と
共
に 

極
的
に
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

. 

こ
の
ょ
う
に
、

ス
ト
ラ
ィ
，キ
や
メ
ー
デ
ー
に
反
対
し
、「

事
業
家
側
の
協
力
'
を
.
基
礎
と
す
る」

「

神
野
式
労
働
運
動J

に
対
し
て
は
、
右
翼
系
の 

労
働
組
合
に
さ
え
、

労
働
組
合
運
動
で
は
.
な
い
と
非
難
を
あ
び
せ
る
も
.

の
が
い
た
ほ
ど
だ
が
、.

そ
の
後
も
ま
す
ま
す
自
彊
組
合
は「

労
資
一
体
主 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

八 
一
.(

ニ
〇
九)
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. 

。

‘ 

(

25)
義」
的
日
本
主
義
に
深
く
傾
斜
し
て
い
っ
た
そ
し
て
、
神
野
が
先
駆
者
と
い
.
わ
れ
る
産
報
運
動
が
発
展
し
て
、_

一
九
三
八
年
七
月
三
.

〇

日
、
 

「

産
業
報
国
連
盟」

の
発
足
を
み
る
や
、

自

.M

組
合
は
東
京
交
通
贫
働
組
合
等
と
共
に
率
先
こ
れ
に
協
力
し
、

自
ら
：を
解
散
し
て
新
た
に「

石
;|
|

 

島
自
彊
会」
を
結
成
し
た
。

.

す
で
に
自
彊
労
働
組
合
は
労
働
組
合
と
し
て
の
.機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
■
労
働
団
体
と
し
て
の

役
割
す
ら
.果
し
え

な

く

な

っ
て
い
た
が
、

「

労
働
組

合」

の
文
字
も
削
っ
た
.
自
彊
会
の
成
立
に
よ
っ
.

て
名
実
共
に
労
働
組
合
と
1

て
の
資
格
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
自
彊
会
は
報

国
速
盟
の
方
針
に
そ
ら
て
、
重
役
と
従
業
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は
社
長
、
副
会
長
に
は
副
社
長
と
常
務
取
締
役
が
就
任
す
る
。
さ
ら

に
そ
れ
は
職
員
部
と
工
員
部
に
わ
か
れ
、.
各
々
に
職
員
懇
談
会
と
工
場
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
て
、
形
式
的
に
は
労
資
.

の
意
志
疏
通
を
.は
か
る
姿
勢

を
み
せ
な
が
ら
、
実
際
は
生
産
協
力
を
至
上
と
す
る
会
社
機
関
と
じ
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

.

以
上
の
ご
と
く
、
満
州
事
変
の
勃
発
、.
戦
時
体
制
へ
の
突
入
と
わ
が
国
が
泥
沼
に
お
ち
こ
ん
で
ゆ
く
に
つ
れ
、
自
彊
組
合
は
積
極
的
に
軍
国
化

に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
向
も
戦
前
日
本
の
労
働
運
動
が
ふ
み
こ
ん
だ
一
側
面
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
一
層
労
働

運
動
の
歴
史
に
と
っ
て
は
悲
劇
的
な
足
跡
で
あ
っ
た
。

.

そ
の
後
，
戦
争
へ
の
深
入
り
と
共
に
軍
需
工
業
の
拡
充
は
め
ざ
ま
し
く
、
石
川
島
で
も
生
産
増
強
に
と
も
な
.っ
て
従
業
員
数
は
急
激
に
増
加
し

て
い
っ
た
。
例
え
ば
、

一
九
四
三
年
五
月
に
は「

職
員
在
籍
数
一
五
八
九
名
•

工
員
在
籍
数
九
.
五
o

九
名
で
、
日
中
戦
争
直
前
の
状
態
に
比
較
し

§

て 

そ
れ
ぞ
れ
約
二
倍
•

約
三
倍
の
増
加
で
あ
っ
た」

と
い
わ
れ
る
。
.

さ
ら
に
、
戦
局
が
重
大
化
す
る
と
、
入
営
者
、.
応
召
者
も
あ
い
つ
ぎ
、
そ

の
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
に
徴
用
工
員
や
囚
人
労
働
、
さ
ら
に
は
動
員
学
徒
の
使
用
に
も
す
す
ん
で
い
っ
た
。

.

し
か
し
、
敗
戦
も
ま
ぎ
わ
に
な
る
と
、
工
場
の
疎
開
、
資
材
の
欠
乏
、
労
働
力
の
不
足
等
が
表
面
化
し
、
，生
産
活
動
に
も
支
障
を
与
え
.る
よ
う

に
な
る
。
特
に
労
働
力
に
関
し
て
は
、
石
川
島
の
よ
う
な
軍
需
工
場
で
さ
^.
、
.男
子
熟
練
労
働
者
か
ら
女
子
労
働
者
に
い
た
る
ま
で
不
足
を
き
た

(

27)

し
、
し
か
も
産
報
運
動
を
推
進
す
る
鼻§

!

会
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
勤
率
の
低
下

(

特
に
.
工
員
層)

も
ひ
ど
く
、
加
え
て
戦
争
末
期
の
社

会
不
安
に
よ
っ
て
、
労
働
意
欲
、
生
産
活
動
は
全
く
後
退
し
、
や
が
て
敗
戦
と
共
に
完
全
に
操
業
中
止
の
状
態
に
陥
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
企
業
一
丸
の
産
報
組
織
を
構
成
し
た
職
員
懇
談
会
と
工
場
懇
談
会
の
機
構
の
み
は
戦
後
に
ひ
き
つ
が
れ
、

一
九
四
五
年
お
よ 

び
因
六
年
に
職
員
労
働
組
合
と
工
員
労
働
組
合
に
生
れ
か
わ
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

一
九
四
六
年
八
月
、
両
組
合
は
合
同
し
、
全
日
本
造
船
労
働 

組
合
石
川
鳥
支
部
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
組
合
’

の
性
格
、
活
動
に
•

つ
い
て
は
当
面
の
課
題
で
は
な
く
、
以
後
の
運
動 

に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

C

1

}

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、

一
二
三
頁
。

(

2

)

前
掲
書
，

ニ
ニ
頁
。

：

(

3

)

前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
神
野
も
エ
労
組
合
に
加
入
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
除
名
さ
れ
た
と
い
ぅ
。
し
か
し
、
当
時
の
関
係
者
の
記
憶
で
は
彼
がH

労
組 

合
に
加
入
し
た
事
実
は
な
い
と
の
こ̂

で
あ
る
。

(

4

)

前
掲
書
、

一
四
八
頁
。
.

,

(

5

)

前
掲
書
、

ニ
一
員
。

(

6

)

し
か
し
、『

日
本
労
働
年
鑑』

で
は
、
組
合
自
体
に
よ
る
発
展
的
報
告
と
は
反
対
に
、
組
合
員
に
関
し
て
は
一
九
二
六
年
の
五
五
〇
〇
人
か
ら
、

一
九
二 

七
年
に
は
三
九
〇
〇
人
と
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

(

7

)

8

)
「

産
業̂

！理
化
の
嵐
吹
く——

各
大
造
船
工
場
に」

『

労
働
新
聞』

四
九
号(

一
九
二
八
年
一
月)

、

ニ
頁
。
 

.

.

(

9

)

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、

一
九
四
頁
。

.

:

 

.

(

10)
『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
三
七
七
頁
。

(

11)
『

横
浜
船
渠
株
式
会
社
労
働
争
讓
事
情』

(

一
九
二
九
年
、
.

リ
ポ
ー
ト
社)

に
よ
れ
ば
、

一
九
二
八
年
頃
の
各
社
の
賃
金
は
次
.

の
ご
と
く
で
あ
る
。

m
製

作

所

新

潟

鉄

エ

所

横
浜
K

ク

会
社

X

場

名

-JL * 七
七

円

〇

銭

平

均
日

給

〇 〇 〇 歩

増
率

四
〇 八

o
S

〇
円
四
七
八
錢

平
均
実
収

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

八

三

(

ニ
' 

一
二)



浅

野

造

船

所

池

貝

鉄

;

石
川
岛
造
船
所

瓦
斯
電
気
会

社

o
o O

七 i

〇

五

〇

-.し

〇

〇

四
〇

〇

五

八
七
五 —

八
九 
八

■ *

、 .

o
七

.(

12)
(

13)
『

石
川
島
@

エ
業
株
式
会
社
ー
〇
八
年
史』

、
三
八
〇
頁
。
 

，

Q

)

黒
川
俊
雄
前
掲『
日
本
の
低
賃
金
構
造』

、

ニ
七
、

ニ
九
頁
。

(

15)
『

石
川
島
重
エ
業
株
式
会
社
ー
〇
八
年
.
史』

、
四
〇
五
頁
。

(

16)

神
野
信
ー
.

前
掲『

講
演
集』
、

ー
三
〇
頁
。

(

17)
『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
四
〇
五
頁
。

18)

神
野
信
一
前
掲『

講
演
集』

、
.
一
四
〇〜
一
四
一
真
。

19)

前
掲
書
、

一
七
七
頁
、
お
ょ
び『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
：一

〇
八
年
史』

、
四
〇
五
頁
。

、

(

20)

渡
部
道
太
郎『

我
国
労
働
組
合
の
趼
究』

(

一
九
三
〇
年
、
労
働
事
情
調
査
所)

、
三
九
頁
。

(

21)
『

社
会
運
動
の
状
況』

(

内
務
省)

、

一
九
三
一
年
版
、
七
〇
六〜

七
〇
七
頁
。

(

22)

前
掲
書
、

一
九
三
四
年
版
、
九
五
五
頁
。

.

23)
『

日
本
労
働
年
報』

(

学
芸
社)

、

一
九
三
三
年
版
、
ニ
五
九
頁
。

24)

前
掲
書
、
一
一
五
四
頁
。
 

.

乂
25)

.

菊
川
忠
雄『

産
業
報
国
読
本』

(

一
九
四
一
年
、
酒
井
書
店)

、
九
七〜
九
八
頁
。

.

(

26)

 

(

27)
『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
四
七
三
、
四
七
八
頁
。

四

若

干

の

問

題——

戦
前
•
石
川
島
造
船
所
の
労
務
管
理
と
労
働
組
合
を
め
ぐ
っ
て

近
代
的
労
資
関
係
の
確
立
は
、
雇
用
や
賃
金
を
ふ
く
む
労
働
諸
条
件
の
決
定
に
お
け
る
.
基
準
の
客
観
化
*

標
準
化
の
達
成
と
、
労
働
組
合
の
永 

続
的
な
制
度
と
し
て
の
定
着
を
前
提
条
件
と
し
て
い
る
。

‘

石
川
島
造
船
所
の
場
合
も
そ
う
で
'

あ
-

っ
た
よ
う
に
、
戦
前
に
お
け
る
労
働
争
議
の
.

原
因
と
な
っ
て
い
.た
も
の
の
一
端
は
そ
の
よ
う
な
客
観
的
な 

基
準
の
要
求
で
あ
っ
た
し
、
実
際
に
労
働
運
動
が
そ

の

確
立

へ
の
闘
い
と
い
う
側
面
を
も
；っ
て
い
た
こ
：
'と
も
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、

—*
方
で
労 

務
管
理
の
近
代
化
と
い
う
こ
と
も
近
代
的
労
資
関
係
.の

定

^
^
の

た
め
"の
前
提
条
件
と
な
：っ
，て
い
た
と
い

っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

造
船
業
の
よ
う
に
、
流
れ
作
業
に
よ
る
規
格
化
さ
れ
た
大
量
生
産
に
依
存
す
る
よ
り
も
、
な
お
職
工
の
技
術
と
労
働
意
欲
に
：

M

存
し
つ
つ
作
業 

を
す
す
め
る
面
の
多
か
っ
た
業
種
で
は
、
労
務
管
理
の
充
実
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

.

:

石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
勞
務
管
理
を
歴
史
的
に
追
っ
て
み
.

て
も
、.
そ
れ
が
体
系
化
さ
れ
る
過
程
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日 

露
戦
#

を
へ
て
生
産
力
が
急
激
に
.
拡
大
す
る
時
期
と
、
企
業
全
体
に
影
響
カ
を
も
ち
う
る
に
い
た
る
造
機
船
エ
労
組
合
の
成
立
と
い
う
こ
と
が
、
 

労
務
管
理
の
体
系
化
過
程
に
お
け
る
画
期
と
な
っ
.

た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
資
本
主
義
が
産
業
資
本
を
確
立
し
、
や
が
て
独
^
:
段 

階
に
入
ら
ん
と
す
る
時
に
、
エ
：場
規
則
や
職
工
蹇
成
が
具
体
化
さ
れ
た
の
.

で
.
あ
り
、
.
ま
た
第
一
次
大
戦
後
に
い
た
り
、
エ
労
組
合
が
結
成
さ
れ
て 

組
合
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
か
ら
と
そ
れ
以
前
の
時
期
で
は
、
労
務
管
理
の
上
で
明
白
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
労
務
管
理
が
企
業
の 

生
産
政
策
の
一
環
で
あ
る
と
し
て
も
、
労
働
運
動
を
ふ
く
む
労
務
対
策
と
い
う
具
体
的
な
形
で
労
働
者
の
掌
握
に
本
格
的
に
と
り
く
む
に
い
た
る 

の
は
、
熟
練
エ
を
獲
得
す
る
上
で
の
市
場
条
^

:

.
の
逼
迫
や
組
合
の
成
立
以
後
で
あ
.
り
、
当
然
労
務
管
理
が
意
識
的
に
重
要
視
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ 

る
時
期
も
そ
れ
>2
1

照
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
0 

.

.

.

.

.

す
で
に
前
章
ま
で
に
説
明
し
た
.
ご
と
く
、.

石
川
島
に
は
創
業
期
に
す
で
に
徒
弟
寄
宿
舎
制
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
職
工
養
成
を
組
織
的
に
開 

始
す
る
の
は
、

東
京
府
立
職
工
学
校
適
材
教
育
部
に
職
工
教
育
を
委
澈
し
だ
す
一
九
〇
五

(

明
治
三
八)

年
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

教
育
機 

構
を
労
務
対
策
の
一
環
と
し
て
本
格
的
に
利
用
す
る
の
は
な
お
後
の
ど
と
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
労
務
対
策
的
意
味
合
い
.

よ
り
も
、
.む
し
ろ
特 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

八

五

(

ニ
ー 

三)



八

六

(

一
二
四)

定
の
親
方
に
•

で
は
な
く
、
企
業
の
負
担
に
お
い
て
外
部
の
学
校
に
訓
練
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
な
り
訓
練
に
客
観
化
.
標
準
化
の
傾
向 

が
み
ら
れ
だ
し
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
： 

:

ほ
か
に
、
第
一
次
大
戦
前
に
す
で
に
臨
時
賞
与
、
増
給
、
あ
る
い
は
解
雇
;

減
給
等
を
規
定
し
た
工
場
1

11
J

2

や
富
ニ
慈
恵
会
、
ま
た
第
一
次
大 

戦
直
後
に
は
、
労
資
双
方
の
醵
出
に
よ
る
職
工
共
済
組
合

(
一

九
一
九
年)

.
も
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
労
務
管
理
政
策
の
一
翼
を
担
ぅ
に
は
決
し
て 

十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
.

た
。
む
し
ろ
、

共
済
組
合
の
ご
と
く
、

資
金
的
に
は
>

な
り
豊
富
で
、

し
か
も
健
康
保
険
組
合
が
実
施
さ
れ
る
時
期 

(
一

九
1

1

八
年)

ま
で
長
年
維
持
さ
れ
た
も
の
で
も
、
そ
の
管
理
や
運
営
方
法
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
非
民
主
的
な
面
が
職 

H

の
不
満
と
な
り
、
労
資
の
紛
争
の
種
に
な
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
'

の
で
あ
る
。

.

.
 

：

；

•
：

.

.

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工
場
規
則
や
慈
恵
的
な
共
済
規
定
の
設
定
•

成
文
化
そ
れ
自
体
は
、
職
工
を
処
遇
す
る
上
で
の
画
一
的
尺
度
の
確
立
へ
の 

接
近
で
あ
り
、
労
務
管
理
の
体
系
化
、
さ
ら
に
は
労
資
関
係
の
'
近
代
化
過
程
.

の
進
行
に
ほ
か
な
ら
な
が
っ
た
。
だ
が
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に 

入
っ
て
も
、
入
職
、
賃
金
、
昇
給
等
労
働
諸
条
件
の
決
定
に
お
い
て
、
旧
型
親
分
的
職
工
に
か
わ
っ
た
職
長
層
の
情
吏
が
な
お
影
響
し
え
た
限 

り
、
徐
々
に
具
体
化
さ
れ
た
諸
規
定
が
た
だ
ち
に
尺
度
の
客
観
^

の
定
着
を
意
味
す
る
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

前
述
の
ご
と
く
、

明
治
末
に
い
た
る
と
ノ
石
川
島
に
お
い
.
て
は
が
つ
て
所
内
に
は
び
こ
っ
た
.

「

在
来
の
親
分
的
職
エ」

は
消
滅
し
、

「

工

場

. 

主
対
職
工
の
二
者
の
干
係」

が
成
立
す
る
に
い
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
：
そ
れ
に
よ
っ
て
、
職
工
は
親
方
に
で
は
な
く
工
場
主
に
直
接
対
峙
す
る
こ 

と
に
.
な
る
が
、.

そ
の
緩
衝
に
新
し
く
職
長
層
が
抬
頭
し
て
き
、
職
制
の
確
立
を
み
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
新
た
に
登
場
し
た
職
長
層
は
そ
の
後 

の
労
務
管
理
の
上
で
き
わ
だ
っ
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
造
船
や
機
械
エ
場
で
は
、
職
工
を
一
つ
の「

組
1_
単

位

に

結

集 

し
、
そ
れ
を
直
接
指
導
•

監
督
す
る
の
が
伍
長
や
組
長
、
さ
ら
に
は
そ
の
上
に
た
つ
職
長
と
か
頭
目
と
い
わ
れ
た
役
付
職
工
で
あ
っ
た
の
で
、
会 

社
側
も
こ
の
膚
の
抱
き
込
み
に
は
特
別
に
意
を
払
ぅ
こ
と
に
な
っ
た
。

.

こ
の
点
、
石
川
島
の
例
を
み
る
と
、
組
長
は
一
〇
名
か
ら
三
〇
名
位
の
職
工
を
か
か
え
て
、
そ
の
職
工
た
ち
の
歩
合
を
掌
握
し
、
し
か
も
仕
事

の
単
価
を
き
.
め
る
権
限
も
も
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
第
一
次
大
戦
後
の
時
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
し
ば
し
ば
職
長
層
と
平
職
工
と
の
間

(

4

)

で
処
遇
や
中
間
搾
取
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
生
じ
た
り
、
逆
に
会
社
側
が
ス
ト
破
り
や
組
合
の
切
崩
し
を
す
る
際
に
職
長
層
を
利
用
す
る
事
態
が
生

じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
も
自
ら
を
有
効
に
運
営
維
持
す
る
た
め
に
は
職
長
層
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た

し
、
.

彼
ら
が
必
ず
会
社
側
に
た
つ
と
い
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
職
長
層
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
.
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
必
ず
し
も

会
社
侧
に
服
従
し
な
い
の
は
'

平
職
工
の
協
力
、
信
頼
な
し
，に
は
作
業
を
豸
^

し
え
な
か
っ
た
こ
と
や
、
当
時
の
労
働
市
場
.に
お
い
て
熟
練
工
の

立
場
に
は
な
お
有
利
な
面
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
と
い
デ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(

.6

)

石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
職
長
制
度
は
、
ほ
ぼ
他
の
造
船
工
場
の
序
列
と
同
じ
と
い
づ
.

て
よ
い
が
、
呼
称
は
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
て
い
る
。
し 

か
し
、
本
稿
で
問
題
に
し
た
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
は
大
体
次
の
よ
う
な
職
制
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
大
正
年
代
が
.す
す 

み
、
さ
ら
に
昭
和
に
入
っ
て
も
、
造
船
業
に
、あ
っ
て
は
な
お
客
観
的
な
管
理
体
系
が
徹
底
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
身
分
的
な
職
制
が
生
産
の 

場
や
職
工
の
掌
握
に
関
し
て
も
、
.

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
ゆ
く
ね
け
で
あ
る
。

.

荀
長
-

-

-

-課

長—

-

•
頭

目--
-

-
組
長一

一
伍
長
-

-

-~

平
職
工
.

-

〔

補
機
エ
場
の
み
に
は
課
長
の
下
に
主
任(

技
師
長)

が
お
か
れ
て
い
た
。〕

. 

.

.

■

,
 

■ 

• 

■

と
と
ろ
が
、

一
九
二
一
年
に
造
機
船
エ
労
組
合
が
結
成
さ
れ
、
特
に
そ
れ
が
戦
闘
化
す
る
に
つ
れ
て
、
単
に
職
制
に
依
存
し
た
政
策
か
ら
、
よ 

り
体
系
的
.な
政
策
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

。
：
組
合
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
闘
化
す
る
こ
と
は
、
労
働
市
場
等
に
お
い
て
、.

そ
の
よ
う
な
^
態
を 

招
来
す
る
条
件
が
存
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
逆
に
会
社
側
に
と
っ
て
は
、
不
況
切
り
ぬ
け
策
と
共
に
労
働
運
動
べ
の
対
策
と
い
う
こ
と
も
あ
っ 

て
，

雇
用
制
度〈

臨
時H

制
の
固
定
化)

.
や
賃
金
制
度
.(

請
負
、
出
来
高
給
の
方
向)

な
ど
を
整
理
•

統
制
し
た
り
、

ま
た
所
内
諸
機
関
を
動
員
し
た 

り
し
て
、
本
格
的
に
労
務
管
理
に
と
り
く
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
，

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

八

七

(

一
二
五)



.'

エ
労
組
合
成
立
直
後
の
争
議
や
そ
の
後
の
争
議
を
み
て
も
、,;
経
済
的
要
求
の
背
後
に
昇
給
等
に
お
け
る
明
確
な
尺
度
の
要
求
や
共
済
組
合
の
民 

主
的
な
運
営
、
.'
-:あ
る
い
は
雇
入
れ
や
昇
給
に
お
：い
.

て
強
い
：発
言
権
を
も
っ
て
い
た

頭
目
を
は

じ

め
職
長
層
の
不
公
平
な
採
い
に
#
す
る
不
満
が
た 

え
ず
ひ
そ
ん
.

で
い
た
。
そ
.

の
意
味
で
は
、
戦
前
の
争
議
は
前
述
の
ご
.

と
く
尺
度
の
標
準
化
'

•

客
観
化
や
そ
れ
を
支
え
る
組
合
の
菡
本
的
権
利
の
.要 

求
抗
争
と
い
.

う
面
が
あ
っ
.
た
.
し
、.
.
労
資
関
係
の
近
代
化
べ
の
過
程
に
お
け
る
-

種
の
摩
擦
と
い
う
側
面
も
み
の
：が
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か 

も

、
'
.
す

で

に

1

九
一
'

1

一
年
頃
よ
り
、
.労
働
組
合
に
よ
っ
て
団
体
交
渉
権
や
対
等
の
工
場
委
員
会
の
要
求
が
か
な
り
め
だ
ち
は
じ
め
、
：
.造
船
工
場
で 

も
そ
の
点
で
会
社
の
譲
歩
を
か
ち
と
る
^

こ
ろ
も
^

く
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
右
川
島
で
は
、
組
合
'
に
譲
歩
し
、
対
等
の
地
位
を
：保
障
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
で
.は
.

な
.
く
、.
内
阳
徳
郎
専
務
を
中
心
に
神
野

. 

信

一

と

そ

.の

一

派

を

利

用

.
し
て
、
自
主
的
.
な
組
合
を
切
崩
し
、
：.
乃
木
講
社
、
：
つ
い
で
会
社
組
合
と
し
て
の
自
彊
労
働
組
合
を
設
立
さ
せ
て
、

.

1

 

者
の
階
級
意
識
を
払
拭
し
、
ま
た
関
東
金
属
労
働
組
合
.

の
工
場
協
議
会
の
要
求
に
対
し
て
も
、
上
か
ら
の
工
場
協
讓
会
、
職
場
懇
談
会
、
能
率
研 

究
会
の
設
置
を
も
っ
.
て
応
え
る
形
で
職
場
の
：管

理
v

統
制
を
推
進
b

て
い
っ
：た
。

'
. 

.

_
■

乃
木
講
社
と
自
彊
労
働
組
合
に
対
す
る
会
社
幹
部
や
職
長
層
の
役
割
に
つ
い
て
は
す
で
に
記
し
た
と
：お
り
で
あ
る
が
'

H

場
協
議
会
や
職
場
懇 

談
会
に
し
て
も
、
労
資
対
等
の
工
場
委
員
会
や
労
使
協
議
制
に
.

は
ほ
ど
遠
く
、
，.
職
工
の
意
見
を
と
り
入
れ
る
：と
い
う
会
社
の
趣
旨
は
全
く
名
目
的 

で
、
労
働
条
件
に
関
.す

る

討
議
は
で
き
ず
、

し
か
も
会
社
側
が
一
，方
的
に
招
集
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
職
エ
の
意
見
は
十
分
に
ぼ
㈣

さ
れ
え
な
.
，
 

か
っ
た
。「

以
上
の
当
社
の
機
関
は
い
ず
れ
も
労
使
協
調
運
動
の
意
義
を
も
つ
も
の
で
.
あ
っ(

0

J

:

と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
■
あ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、

ー
九
ニ
<

年

に

は「

就
業
規
則」

.
の
制
定
に
よ
っ
て
雇
用
制
度

(

定
傭
と
臨
時
傭
の
類
別)

、
賃
金
体
系

(

時
間
給
と
請
負
給)

、
 

あ
る
い
は
労
働
時
間
等
を
成
文
化
し
て
締
付
を
行
い
、
さ
ら
に
同
年
四
月
、「

見
習
エ
教
育
制
度」

も
発
足
さ
せ
た
。

こ

れ

は「

工
場
従
業
員
の 

人
格
向
上
智
能
の
進
歩
錬
磨
を
計
り
国
民
精
神
を
涵
養
し
労
資
.

一
，致
斯
業
の
発
達
を
期
す
る
国
家
産
業
上
に
於
て
指
導
的
地
位
に
立
つ
労
務
者
の

(

9)

養
成」

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
労
務
管
理
政
策
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
当
初「

生
徒
数
も
少

な
く
、
な
か
ば
寺
小
屋
式
の
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た」

が
、
す
ぐ
に「

石
川
島
工
業
補
習
学
校」

(
一

九
三
ニ
年)

，
に
発
展
し
、

さ
ら
に「

石
川
島

青
年
訓
練
所」

(

一
九
兰
四
年)

を
併
設
す
る
に
及
ん
で
、
時
代
を
反
映
し
て
一
般
教
養
、

職
業
教
育
の
ほ
か
に
軍
事
教
練
な
ど
も
導
入
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
も「

大
正
末
期
労
働
争
議
が
続
発
し
、

会
社
経
営
に
ひ
じ
ょ
う
な
障
害
を
あ
た
え
た」

と
い
う
認
識
か
ら
実
施
さ

(

12)

れ
た
も
の
で
•

あ
り
、
当

然

「

労
務
対
策
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た」

。
そ
し
て
'

以
上
の
施
策
の
支
え
と
し
て
職
工
共
済
組
合
、

こ
れ
に
続 

く
健
康
保
険
組
合
や
職
工
扶
助
規
則
さ
ら
に
自
彊
組
合
の
活
動
に
対
し
、
会
社
は
積
極
的
に
援
助
を
行
っ
た
わ
け
‘

で
あ
る
。

戦
前
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
組
合
へ
の
切
崩
し
工
作
は
、
労
働
争
議
、
特
に
昭
和
初
年
の
合
理
化
過
程
に
お
け
る
抗
争
に
お
い
て
、
 

官
憲
の
力
を
か
り
て
強
圧
的
に
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
右
川
島
で
は
そ
の
よ
う
な
労
資
の
決
定
的
な
対
立
に
遭
遇
す
る 

前
に
、

一
部
職
工
に
企
業
意
識
，
勞
資
ー
体
主
義
を
う
え
こ
ん
で
御
用
組
合
を
結
成
さ
せ
.

、
.そ
れ
に
漸
次
造
機
船
エ
労
組
合
と
そ
の
後
身
を
侵
蝕
. 

さ
せ
る
方
向
を
と
っ
た
わ
け
'

で

知

っ

た

。..
、

し
か
し
、
職
工
に
企
業
忠
誠
心
を
う
え
つ
け
、
組
合
を
消
滅
に
導
い
た
こ
と
や
石
川
島
を
日
本
主
義
労
働
運
動
の
温
床
に
し
た
こ
と
が
全
く
支 

障
な
く
穏
便
に
す
す
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
戦
前
し
ば
.

し
ば
み
ら
れ
た
ス
ト
破
り
、

ス
パ
ィ
や
暴
力
団
、
あ
る
い
は
警
察
権
力
等
の
利
用 

も
、
争
議
の
た
び
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
限
り
で
は
石
川
島
造
船
所
も
戦
前
日
本
の
労
資
関
係
の
も
つ
暗
い
側
面
を
全
く
回
避
で
き
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
 

、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
石
川
島
を
ふ
く
め
て
、
戦
前
の
企
業
に
あ
っ
て
は
、：
労
働
組
合
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
諸
条
件
は
結
局
の
と
こ
ろ 

経
営
の
場
で
一
方
通
行
的
に
決
定
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
大
正
ま
申
以
降
、
総
同
盟
中
心
に
団
体
協
約
を
締
結
し
た
組
合
の
例
も
か
な
り 

あ
る
と
し
て
も
ン
戦
前
の
労
働
組
合
の
多
く
は
定
期
的
に
経
営
者
を
交
渉
#

取
引
の
場
に
引
き
だ
し
、
恒
常
的
に
経
営
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し 

う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
.
あ
る
。
：
勞
働
組
合
の
声
は
、.
不
満
が
つ
の
っ
て
争
議
と
い
う
発
現
を
と
る
.場
合
に
の
み
主
と
し
て
経
営
の
決
定
に 

戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

八
九
h

a

1

一
七)



九
〇

(

ニ
ー
八)

反
映
さ
れ
え
た
の
で
あ
り
、
組
合
が
争
議
団
体
と
同
：一
視
さ
れ
た
の
も
そ
の
よ
.う
な
こ
と

.か
ら
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
労
資 

P

係
は
対
等
に
し
て
安
定
的
と
い
う
関
係
に
ま
で
成
長
し
て
お
ら
ず
、
組
合
は
資
本•

経
営
者
に
よ
っ
て
出
来
う
る
限
り
無
視
さ
れ
る
存

在

で

あ 

.

っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
労
働
組
合
は
経
済
外
的
強
カ
と
し
て
資
本
主
義
秩
序
の
破
壊
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
ら
て
、
組
合
が
法
認
さ 

れ
る
は
ず
も
な
く
、
組
合
が
労
働
市
場
の
一
方
の
構
成
者
と
し
て
市
場
機
構
の
順
当
な
る
運
営
者
と
な
る
と
い
う
認
識
も
で
て
ぐ
る
も
の
で
は
な 

か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
戦
前
に
あ
っ
て
は
、.
石
川
島
造
船
所
で
の
例
を
ふ
く
め
て
、
.
主
体
的
な
労
働
組
合
運
動
は
一
時
的
に
は
昂
揚
を
示
し
、
貴
重

な
足
跡
も
し
る
し
た
と
い
え
る
.
が
、
.

一
般
的
に
は
極
め
て
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
.

そ
れ
，が
歪
ん
で
行
き
つ
い
た
日
本
主
義
や
国
家
社

会
主
義
を
支
え
に
し
た
労
働
運
動
も
決
し
て
強
靱
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
石
川
島
の
例
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
労
資
一
体

主
義
や
報
国
精
神
な
ど
自
己
犠
牲
的
な
思
想
に
よ
る
労
働
者
掌
握
法
も
、
敗
戦
と
い
う
事
態
に
あ
え
な
く
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
も
知
れ

る
よ
う
に
、
結
局
は
対
等
の
労
資
関
係
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
根
の
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い

え

る

。

す
で
に
、
石
川
島
に
お
い
て
は
関
東
金
属
労
働
組
合
石
川
島
分
会
が
消
滅
し
た
時
に
、
近
代
的
労
資
関
係
へ
の
道
は
と
ざ
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ

い
が
、
労
働
組
合
.

の
制
度
と
し
て
の
安
定
化
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
近
代
的
労
資
関
係
の
定
着
は
こ
の
よ
う
な
長
い
苦
難
の
歴
史
.を
経
験
し
、
労

働
組
合
が
法
認
さ
れ
る
に
い
た
る
第
二
次
大
戦
後
の
時
期
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(

1

)

内
藤
則
邦
前
掲「『

鉄
工
業』

に
お
け
る
労
務
管
理
の
形
成」

、
八
四
頁
。

(

2

因
に
工
場
規
則
の1

部
を
記
せ
ば
次
の
ご
と
.

く
で
あ
る
。

(

出
典
は
前
掲f
鉄
工
職
工
事
情』

)

第
四
章
賞
罰

第
一
九
条
左
の
項
目
に
該
当
す
る
者
は
密
查
の
上
臨
時
賞
与
若
は
増
給
す
る
も
の
と
す 

1

有
益
の
発
明
及
考
案
を
為
し
工
業
上
裨
益
を
与
え
た
る
者 

.

•"

ニ
平
素
勤
勉
業
務
に
励
精
し
技
能
熟
達
一
般
の
模
範
た
る
者

.

三
誠
心
奉
仕
専
ら
会
社
の
利
益
を
図
り
苟
く
も
有
害
不
利
と
認
む
る
事
は
巨
細
电
告
之
を
未
発
に
防
遏
し
た
る
者(
以
下
略)

第
二
〇
条
左
の
項
目
に
該
当
す
る
者
は
審
査
の
上
其
軽
重
に
従
ひ
減
給
若
は
解
雇
す
る
も
の
と
す 

一
諸
規
則
命
令
に
違
背
し
又
は
係
員
其
の
他
上
級
の
指
図
に
従
は
さ
る
者

(

マ
マ)

ニ
怠
惰
に
し
て
常
に
業
務
を
忽
せ
し
す
る
者

，三
就
業
中
濫
に
職
席
を
離
れ
他
の
妨
碍
を
為
し
又
は
恣
に
退
場
す
る
者 

. 

(

中
略)

九
係
員
邦
の
他
上
級
に
対
し
不
礼
の
挙
動
を
為
し
又
は
相
互
に
諍
論
闘
争
等
不
良
の
行
為
あ
る
者 

，

(

な
お
原
文
片
仮
名
を
平
仮
名
に
か
え
た)

(

3

)

横
山
源
之
助
前
掲「

東
京
の
工
場
地
及
び
工
場
生
活
の
パ
ノ
ラ
マJ。

(

4

)
『

芝
浦
労
働』

や

『

鉄
鞭』

に
は
職
長
に
対
す
る
不
満
記
事
が
多
い
。

ま
た
一
九
二
〇
年
の
芝
浦
製
作
所
の
争
議
を
は
じ
め
、
争
議
の
要
求
事
項
に
も
し 

ば
し
ば
こ
の
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

5

.)
『

労
働
運
動
史
研
究』

三
三
号
、
ニ
五
頁
、
三
四
号
、
三
三
貢
ほ
か
。

(

6

)

大
前
朔
郎•

池
田
信
前
掲『

日
本
労
働
運
動
史
論』

、
五
一
頁
に
神
戸
川
崎•

三
菱
両
造
船
所
の
職
制
が
示
さ
れ
て
い
る
.0

(

7

)

斎
藤
忠
利
氏
ょ
り
の
聴
取
。
な
お
戦
後
の
現
業
部
門
の
職
制
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る(『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
五
五
ニ
頁)

。

エ
場
長一

^

部
長——

(

次
長)

一

•

課
長——

(

主
任)

——

職
長——

班
長——

普
通
エ
員 

'

(

8

)
『

石
川
島
重
工
業
株
式
会
社
一
〇
八
年
史』

、
三
七
六
頁
。
な
お
原
文
片
仮
名
の
部
分
を
平
仮
名
に
か
え
た
。

(

9

}

10)
(

11)

 

(

12)

前
掲
書
、
四
〇
七
頁
。

おわ
りに

.

本
稿
で
は
、
当
初
、
戦
前
の
東
京
石
川
島
造
船
所
に
お
け
る
労
働
組
合
の
足
跡
に
つ
い
て
、
組
織
形
態
を
中
心
に
解
明
す
る
こ
と
を
意
図
し
た 

も
の
で
あ
る
。

.
戦
前
日
本
の
労
働
組
合 

九一
(

ニ
ー 

九)



,
. 

九1
1
(

ニ
ニ
〇)

し
か
し
、
筆
を
す
す
め
る
う
ち
に
、
，
そ
の
た
め
に
は
組
織
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題
に
も
ひ
ろ
く
ふ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
必
ず 

し
も
組
織
問
題
の
み
に
十
分
な
紙
面
を
さ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
：た
。
従

っ
'て
ハ
組
織
形
態
に
腺
っ..

V

も
十
分
整
f

し
つ
く
し
た 

と
ば
I

え
な
I

と
は
V

え

本

稿

に

お
い
て
も
、
造
機
船
エ
労
組
合
中
心
に
、
そ
の
生
成
、
発
展
、
消
滅
等
に
つ
い
て
新
た
に
解
明
さ
れ
た
点 

も
少
く
は
な
I

同
脸
に
こ
れ
か
ら

掘
り
さ
げ
る
べ
き
点
も
決
し
て
少
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
問
題
を
さ
ら
に 

整
理
、し

一
般
化
す
る
の
も
こ
れ
か
ら
の
作
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
心
の
こ
り
な
こ
と
は
、.
四
章
に
.「

戦
前
日
本
の
労
働
組
合——

そ
の
機
能
と
性
格
I

J

と
い
う

j

節
を
用
意
し
て
い
た
が
、
頁
数
の 

都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
ぃ
戦
前
の
組
合
に
っ
い
て
は
本
論
中
に
も
か
な
り
ふ
れ
て
.

い
る
し
、
こ
の
節
は
独
立
的
な
部
分
で
も
あ 

る
の
で
.
、
今
回
は
省
き
、
い
ず
れ
機
会
を
み
て
発
表
す
る
こ
>

に
し
た
。

'

.

単

に一

企
業
の
歴
史
.

A
J

思
っ
て
も
、
い
ざ
と
り
か
か
°

て
み
る
.
と
、
，資
料
的
に
利
用
し
う
る
も
の
が
少
く
、
正
確
に
事
実
を
追
う
だ
け
で
も
難 

す
業
で
あ
る
こ
と
に
.
気
つ
く
そ
れ
故
に
、
こ
の
よ
う
な
小
稿
で
'%
資
料
の
点
で
各
々
専
門
の
方
々
の
御
教
示
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
^

っ
た
。
斋 

璧
利
氏
を
は
じ
め
、.
松
尾
洋
氏
、
森
長
英
一
二
郎
氏
、
そ
れ
に
震
大
学
大
原
社
会
麗
研
究
所
所
蔵

Q

資
料
の
利
用
に
あ
た
っ
て
便
を
は
か
っ 

て
下
さ
っ
た
.

ニ
村
一
夫
氏
等
に
は
そ
の
点
謝
意
を
表
し
た
い
。
.

「

序」

で
も
記
し
た
と
お
り
、
本
稿
は
一
連
の
作
業
の
最
初
の
仕
事
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研

究

を

深

め

て

ゆ

く

過

程

で

、

_

も

当

然

補 

正
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
仕
上
げ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。"
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
次
第
で
あ
る
。

研究ノー 卜

地
域
区
分
の
た
め
の
主
成
分
分
析
：

高

橋

潤

-

郎
.

本
稿
の
主
要
な
ほ
的
は
、
最
近
、
地
域
区
分
を
す
る
た
め
の
効
果
的
な
統
計 

的
技
術
と
し
て
注
自
を
集
め
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
主
成
分
分
析
に
つ
い
て
、
そ 

の
菽
本
的
ア
イ
デ
ィ
ア
と
計
算
過
程
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
あ
る
。

主
成
分
分
析
.の
手
法
を
地
域
区
分
に
適
用
'し
た
事
例
は
、
筆
者
め
知
る
限
り 

で
は
、M

.

 J. 

H
a
g
o
o
d

 

(
1
9
4
3
)

が
最
初
で
あ
ろ
う
。Miller K

a
h
n

や

P. 

G
r
e
i
g
-
S
m
i
t
h

に
ょ
れ
ば
、
主
成
分
分
析
な
い
し
因
'子
分
析
の
地
域
区
分
へ
の 

適
用
は
、
植
物
生
態
学
、
地
質
学
等
，に
お
い
て
は
既
に
ー
九
五
〇
年
代
に
あ
ら 

わ
れ
て
い
る
が
、，
地
理
学
の
分
野
で
、
こ
れ
を
最
も
明
瞭
.な
形
で
紹
介
し
た
の 

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、w

e
r
r
y

 (
1
9
6
1
)

で
あ
っ
た
。P

R
Z
E
G
L
A
D

 G
E
O

丨 

G
R
A
F
I
O
Z
N
Y

に
発
表
さ
れ
た
そ
の
論
文
で
、

彼
は
、

地
域
区
分
の
問
題 

regionalization 

p
r
o
b
l
e
m
,

を

「

ょ
り

—*
:般
的
.な
分
類
問
題
の
特
殊
.ヶ
ー
ス」 

で
あ
る
上
規
定
し
、
こ
の
意
味
で
の
地
域
区
分
を
す
る
過
程
で
&
*-
<
肖

け̂
2-
肖
 

analysis 

(

こ
こ
で
い
う
主
成
分
分
析)

が
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
調 

し
、
そ
の
適
用
の
デ
モ
ン
ス
ト
レー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
，.、
地
域
区
分
と 

ぃ
ぅ
作
業
に
ぉ
ぃ
て
、
主
成
分
分
析
の
果
す
役
割
を
こ
_れ
程
明
瞭
に
説
明
し
た 

も
.の
は
他
に
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

地
域
区
分
の
た
め
の
主
成
分
分
析

.と
こ
ろ
で
、
地
域
区
分
と
い
ぅ
概
念
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
次
の 

よ
ぅ
に
規
定
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
即
ち
、

■
調
査
対
象
と
な
る「

全
域」

が
：2
:箇
の「

基
域」

に
区
分
さ
れ
、
各
基
域
毎 

...に
%
箇
の
変
量
に
関
す
る
観
察
値
が
得
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
N
X
れ 

箇
の
観
察
値
兄
を
基
礎
的
デ
ー
タ
|
と
し
.て
、

N
箇
の
签
域
を
そ
れ
よ
り
少
数

の
K
箇
の
同
質
的
なr

速
接
域」

.に
組
み
わ
け
る
作
業
を
一
般
に
地
域
区
分
と

\ 

0

7
うた

だ
し
こ

こ

で
.「

全
域」

、
.
S-
域」

は
、

.夫

々

ouncan'ouzzort, 

D
u
n
c
a
n

 

(1961 )

の 

universe 

of territory 
パ ibasic 

s
-'
s
-
o
f

 

areal 

u
n
i
t
^

を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

い
ぅ
ま
で
も
な
く
、「

可
能
な
か
ぎ
り
同 

質
的
な」

.と
い
ぅ
表
現
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
ぅ
に
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
同
質
地 

域
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、

又
、

「

連
接
域」

と
い
ぅ
表
現
か
ら
も
明
ら
か
な 

よ
•ぅ
に
各
地
域
に
含
ま
れ
る
基
域
は
空
間
的
に
速
接contagious

し
て
い
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ぅ
意
味
で
、
地
理
学
に
お
い
て
伝
統
的
地
域
概
念
を
継 

承
す
る
も
の
で
あ
る
。

.
，と
こ
ろ
で
、
こ
'の
意
味
で
の
地
域
区
分
を
す
る
に
当
っ
て
基
本
と
な
る
の
が

九

三

(

二
一
二)


